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恩師への感謝、 新たな　　

　　日々への期待を胸に…。



　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
急
速
に
進
む
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
に
加
え
、
長
期
化
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ま
ん
延
に
よ
り
、
複
雑
な
課
題
が

山
積
し
て
お
り
、
感
染
拡
大
の
防

止
と
社
会
・
経
済
の
両
立
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

南
幌
町
は
、
明
治
26
年
に
開
拓

の
鍬
が
入
れ
ら
れ
て
か
ら
本
年
で

130
年
、
さ
ら
に
昭
和
37
年
に
町
制

を
施
行
し
て
か
ら
60
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
郷

土
を
切
り
開
い
た
先
人
の
血
と
汗

の
努
力
に
よ
り
、
今
日
の
繁
栄
を

見
る
に
至
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責

務
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
、
町
の
指
針
で
あ

る
「
第
６
期
総
合
計
画
・
後
期
基

本
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。「
第

２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
と
共
に
、
将
来
を
し
っ

か
り
と
見
据
え
、
子
ど
も
の
未
来

を
応
援
す
る
た
め
の
取
組
な
ど
、

時
代
に
即
し
創
意
に
満
ち
た
施
策

を
展
開
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
夢
と
希
望
が
持
て
る
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
が
、
私
の
使
命
と
考

え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
次
に
掲
げ

る
６
つ
の
目
標
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
下
、
「
将
来

に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
と
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
、
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

第
１
、 

「
ま
ち
の
活
力
を
高
め
る
産

業
づ
く
り
」 

に
つ
い
て

農
業
振
興
と
担
い
手
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
収
束
が
見
え
な
い
中
、
外
食
需

要
の
減
少
に
よ
る
米
価
の
下
落
や

国
の
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金

の
見
直
し
な
ど
、
水
田
農
業
を
め

ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
、
全

道
各
地
で
記
録
的
な
高
温
・
干
ば

つ
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
町
農
業

は
、
水
稲
を
は
じ
め
農
作
物
全
般

に
わ
た
り
収
量
・
品
質
と
も
平
年

を
上
回
り
、
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
良
質

で
安
全
安
心
な
農
産
物
の
生
産
と

水
稲
を
中
心
と
し
た
輪
作
体
系
の

確
立
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
農
業

を
目
指
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し

取
り
組
み
ま
す
。

　

生
産
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

農
産
物
の
安
定
生
産
と
品
質
向
上

を
図
る
た
め
、
「
経
営
体
育
成
基
盤

整
備
事
業
」
と
し
て
、
西
幌
地
区

ほ
か
４
地
区
に
加
え
、
新
た
に
暁

第
２
地
区
の
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、
農

業
経
営
者
の
高
齢
化
、
労
働
力
不

足
が
進
む
中
、
ス
マ
ー
ト
農
業
な

ど
の
省
力
化
技
術
の
導
入
や
新
規

就
農
支
援
と
し
て
、
新
た
に
「
担

い
手
育
成
対
策
奨
励
事
業
」
を
実

施
し
、
後
継
者
の
確
保
と
担
い
手

の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、

猟
友
会
の
ほ
か
、
南
空
知
広
域
有

害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
な

ど
と
連
携
し
、
広
域
で
の
捕
獲
対

策
を
強
化
し
、
被
害
の
防
止
に
取

り
組
み
ま
す
。

農
業
・
商
業
な
ど
地
場
産
業
の
連

携
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

　

札
幌
圏
や
新
千
歳
空
港
に
隣
接

す
る
地
域
特
性
を
活
か
し
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
と
商
工
業
、
観

光
等
の
連
携
を
図
り
、
町
内
で
製

造
・
生
産
し
て
い
る
製
品
等
を
町

内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
工
業
事
業
者
へ
の
経
営
支
援

に
つ
い
て
は
、
「
中
小
企
業
総
合
振

興
資
金
利
子
補
給
事
業
」
に
よ
り
、

中
小
企
業
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
、

経
営
安
定
化
に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
「
空
き
店
舗
活
用
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
家
賃
補
助
の

ほ
か
、
創
業
に
必
要
な
経
費
な
ど

の
助
成
を
行
い
、
引
き
続
き
、
商

店
街
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
工
会
運
営
支
援
に
つ
い
て
は
、

商
工
事
業
者
に
対
す
る
経
営
改
善

普
及
事
業
及
び
地
域
活
性
化
を
目

的
と
し
た
地
域
振
興
事
業
を
支
援

し
ま
す
。

農
産
物
の
地
産
地
消
と
特
産
品
の

販
売
促
進

　

農
産
物
の
地
産
地
消
に
つ
い
て

は
、
「
子
育
て
支
援
米
」
と
し
て
減

農
薬
で
栽
培
さ
れ
た
南
幌
産
米
を
、

中
学
生
ま
で
を
対
象
に
支
給
す
る

ほ
か
、
本
町
農
産
物
の
収
穫
体
験

や
料
理
教
室
な
ど
の
事
業
を
展
開

し
、
農
業
を
支
え
る
食
生
活
を
通

じ
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
世
代
の
方
が
、
健
康
で
心

豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

特
産
品
の
販
売
促
進
に
つ
い
て

は
、
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
に

よ
る
特
産
品
の
掘
り
起
こ
し
な
ど

の
情
報
や
、
本
町
の
特
産
品
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
発
信
す
る
と

と
も
に
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
等

で
生
産
者
や
企
業
と
連
携
し
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

第
２
、「
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
元

気
づ
く
り
」 

に
つ
い
て

交
流
人
口
・
移
住
定
住
人
口
の
増

加
と
地
域
の
活
性
化

　

本
町
に
お
け
る
人
口
減
少
を
抑

制
す
る
た
め
に
は
、
子
育
て
世
代

を
交
流
人
口
と
し
て
呼
び
込
み
、

移
住
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
人
口

構
造
の
変
化
を
緩
や
か
な
も
の
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

「
子
育
て
世
代
住
宅
建
築
費
助
成

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
６
年
間
で
、
61
戸
、
196
名
の
転

入
に
つ
な
が
り
、
「
南
幌
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
み
ど
り
野
」
の
販
売
に
寄
与

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
札
幌

近
郊
に
位
置
す
る
本
町
の
住
環
境

や
、
ま
ち
の
魅
力
を
町
外
に
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
北
海

道
・
北
海
道
住
宅
供
給
公
社
及
び

住
宅
建
築
事
業
者
と
共
同
で
「
み

ど
り
野
き
た
住
ま
い
る
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
移
住
体
験
住
宅

の
整
備
と
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
」
の
配
置
に
よ
り
、
移
住
促
進

の
取
組
を
進
め
ま
す
。

　　

子
ど
も
の
室
内
遊
戯
エ
リ
ア
を

核
と
し
た
誘
客
交
流
拠
点
施
設
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
世
代
を
中
心

と
し
た
交
流
人
口
を
呼
び
込
み
、

町
内
外
の
多
く
の
方
が
交
流
で
き

る
施
設
と
し
て
、
国
の
地
方
創
生

拠
点
整
備
交
付
金
を
活
用
し
、
令

和
５
年
５
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け

実
施
設
計
並
び
に
建
設
工
事
を
進

め
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
地
域
の
魅
力
を
高

め
、
交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
の

取
組
と
し
て
、
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
事
業
」
を
進
め
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
物
産
館
に
つ
い
て

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
な
ど

の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
働
き
や
す
さ
・

暮
ら
し
や
す
さ
を
高
め
、
新
た
な

人
の
流
れ
を
創
出
す
る
取
組
と
し

令
和
４
年
度

町
政
執
行
方
針
・
予
算
概
要

第
１
回
議
会
定
例
会
で
令
和
４
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
が
述
べ

ら
れ
、
新
年
度
の
南
幌
町
の
基
本
施
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
と
主
要
事
業
の

予
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

南
幌
町
長

南
幌
町
長

大
崎　

貞
二

大
崎　

貞
二

農業振興と担い手対策　　　　　　　　　　　　　　　　

新 規 担い手育成対策奨励事業 　　　　　　　　 1,000 千円

　次代の農業を担う新規就農者を確保し、農業後継者の育成を図

るため、経営開始時に支度金を支給

●新規就農奨励金：１０万円

農業・商業など地場産業の連携による地域の活性化

空き店舗活用支援事業　　　　　　　　　　  　  2,184 千円

　商店街の活性化と賑わいのあるまちづくりを推進するため、空

き店舗を活用する新規起業者に対して家賃の家賃の一部及び開業

に係る経費を助成

●空き店舗の月額賃借料（保証金等除く）の２分の１以内を助成　

（月４万円上限、最大１年間）

●開業に要する工事費及び備品購入費を助成（５０万円上限）

交流人口・移住定住人口の増加と地域の活性化

子育て世代住宅建築費助成事業　　　　　　 　  60,000 千円

　子育て世代を対象とした住宅建築費助成を行い本町への移住定

住を図り人口減少を抑制
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て
進
め
ま
す
。

　

北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ

レ
ッ
ジ
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
中
、
圏
域
自
治
体
及
び
民
間
事

業
者
で
構
成
す
る
「
オ
ー
ル
北
海

道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
連
携
協
議
会
」

に
お
い
て
、
引
き
続
き
、
圏
域
の

活
性
化
に
向
け
た
協
議
を
進
め
ま
す
。

企
業
誘
致
の
推
進
に
よ
る
地
域
振
興

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
町
内

の
工
業
団
地
が
ほ
ぼ
完
売
の
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
未
操
業
企
業

が
所
有
す
る
用
地
の
斡
旋
を
行
う

と
と
も
に
、
新
た
な
企
業
誘
致
を

進
め
る
た
め
、
南
16
線
西
10
番
地

の
町
有
地
並
び
に
北
海
道
住
宅
供

給
公
社
所
有
地
を
、
準
工
業
用
地

及
び
民
間
住
宅
用
地
な
ど
の
職
住

近
接
エ
リ
ア
と
し
て
活
用
す
る
た

め
、
用
途
変
更
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
進
出
し
た
企
業
に
対
し
、

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
や
立
地

奨
励
金
の
交
付
を
行
い
、
企
業
活

動
の
促
進
と
活
性
化
に
向
け
た
支

援
を
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
の
場
づ
く
り
と
イ
ベ
ン

ト
活
動
へ
の
支
援

　

地
域
の
交
流
の
場
と
な
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
適
切
な

感
染
症
対
策
に
よ
り
、
多
く
の
方

が
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
支

援
を
行
い
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
観
光

協
会
に
対
し
て
、
観
光
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
設
置
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
に

よ
る
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
開
発
、

観
光
情
報
の
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

南
幌
温
泉
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
町
内
外
の
多
く
の
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
指
定

管
理
者
と
連
携
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
減
少
し
た
温
泉
入
込
客
の
回

復
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
温
泉
施
設
の
老
朽
化
に

よ
り
、
施
設
の
改
修
に
向
け
、
本

年
度
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
も
指
定
管
理
者

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
「
町
民
無

料
入
浴
券
配
布
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

　

知
名
度
向
上
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
育
て
る
喜
び
、
育
む
幸
せ
。
南

幌
町
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

「
南
幌
巡
り
」
な
ど
を
通
じ
、
本
町

の
魅
力
や
移
住
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　

本
年
、
「
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
応
援
大
使
」
と
し
て
、

上
沢
直
之
選
手
、
上
原
健
太
選
手

が
本
町
の
応
援
大
使
に
就
任
し
た

こ
と
か
ら
、
両
選
手
と
の
交
流
事

業
な
ど
を
通
し
て
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
の
特
色
あ
る
活
動
を
支
援

す
る
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事

業
」
は
、
町
内
の
各
種
団
体
か
ら

の
事
業
提
案
や
、
行
政
区
・
町
内

会
の
活
動
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

 

第
３
、 

「
子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き

輝
く
人
づ
く
り
」 

に
つ
い
て

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
る
子
育
て
支
援

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
成
長
し
、
多
く
の
保
護
者

が
子
育
て
に
喜
び
や
生
き
が
い
を

感
じ
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
、
地
域
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

新
た
に
、
母
子
手
帳
情
報
の
保

管
と
子
育
て
情
報
の
発
信
を
行
う

た
め
、
「
母
子
手
帳
ア
プ
リ
」
を
導

入
す
る
と
と
も
に
、
１
歳
未
満
の

子
ど
も
の
い
る
世
帯
へ
の
ア
プ
リ

の
活
用
促
進
と
防
災
意
識
の
向
上

を
目
的
に
、
登
録
世
帯
に
「
乳
幼

児
用
防
災
リ
ュ
ッ
ク
」
を
配
布
し

ま
す
。

　

町
内
の
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど

も
園
へ
の
入
所
希
望
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
保
育
士
の
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
保
育
士
就
労

支
援
事
業
」
を
実
施
し
、
保
育
士

確
保
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
は
、
医
療
費
無
料
化
の
対
象
を
、

高
校
生
ま
で
に
拡
充
し
、
子
ど
も

の
健
康
増
進
と
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
安
全

安
心
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

給
食
を
提
供
し
、
食
の
大
切
さ
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
米

な
ど
の
主
食
分
を
町
が
負
担
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

を
対
象
と
し
た
試
食
会
を
開
催
し
、

学
校
給
食
へ
の
理
解
と
地
元
産
の

主
要
農
産
物
や
地
域
の
食
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
る
食
育
を
推
進
し

ま
す
。

　

高
等
学
校
な
ど
へ
の
通
学
に
対

す
る
「
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
毎
の

定
額
補
助
に
よ
り
支
援
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
活

動
に
つ
い
て
は
、
「
せ
わ
ず
き
・
せ

わ
や
き
隊
」
隊
員
皆
様
の
協
力
に

よ
る
、
学
童
に
対
す
る
見
守
り
・

声
か
け
活
動
が
円
滑
に
行
え
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
や
人

工
知
能
な
ど
の
最
先
端
技
術
が
、

社
会
生
活
に
浸
透
す
る
中
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
幅
広

い
知
識
と
柔
軟
な
思
考
に
基
づ
く

判
断
力
や
社
会
の
変
化
に
対
応
す

る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

社
会
に
順
応
し
、
国
際
社
会
で
学

び
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
「
南

幌
町
教
育
大
綱
」
に
基
づ
き
、
教

育
環
境
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

「
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

整
備
事
業
」
に
よ
り
、
児
童
生
徒

一
人
１
台
の
情
報
端
末
が
小
・
中

学
校
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
情
報
技
術
を
手
段

と
し
て
学
習
等
に
利
活
用
で
き
る

よ
う
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
に
開
設
し
た
「
公

設
学
習
塾
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
や
課
題
を
整
理
分
析

し
、
よ
り
多
く
の
児
童
生
徒
が
参

加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
基
礎

学
力
の
向
上
と
学
習
習
慣
の
定
着

が
よ
り
一
層
図
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

　

南
幌
小
学
校
に
「
町
立
小
学
校

適
正
規
模
・
適
正
配
置
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
１
学
年
２
学
級
を
維

持
す
る
た
め
に
町
独
自
の
教
員
を

配
置
す
る
と
と
も
に
、
特
別
支
援

学
級
に
生
活
介
助
職
員
を
配
置
し
、

き
め
細
か
な
学
習
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

国
際
社
会
に
対
応
す
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助

手
や
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
「
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
な
ど
、

国
際
理
解
を
深
め
る
機
会
拡
大
と

英
語
力
の
向
上
を
目
指
し
、
英
語

検
定
受
験
料
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　

中
学
生
を
対
象
と
し
た
、
「
中
学

生
国
際
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
、
本
年

度
は
、
国
内
に
お
い
て
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

南
幌
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
を
も
っ
て
64
年
間
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭
和
33
年
の
開
校
以
来
、
多
く
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
、
母
校
で
学

ん
だ
知
識
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
歴
代
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
各
位

の
ご
努
力
の
賜
物
と
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。
閉
校
と
な
る
こ
と
は

大
変
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最

後
の
在
校
生
が
誇
り
を
も
っ
て
卒

業
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
支
援

し
ま
す
。

教
育
・
文
化
を
通
し
た
世
代
間
交

流
と
人
材
育
成

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

心
身
と
も
に
健
康
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
学
習
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
と
の
関
わ
り
や

人
と
人
と
が
触
れ
合
う
機
会
を
広

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

特
に
、
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な

人
間
性
や
判
断
力
、
基
本
的
生
活

習
慣
な
ど
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

は
、
家
庭
や
学
校
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
社
会
の
中
で
豊
富
な
知
恵
と

技
術
を
持
つ
親
世
代
や
高
齢
者
世

代
な
ど
異
世
代
と
の
交
流
が
大
切

で
す
。

　

「
南
幌
町
生
涯
学
習
基
本
構
想
」

の
南
幌
ら
し
い
生
涯
学
習
社
会
の

実
現
に
向
け
た
視
点
に
基
づ
き
、

自
然
体
験
や
社
会
体
験
な
ど
多
様

な
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
を
広
げ
、
地
域
み
ん

な
で
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
ま
ち

子どもたちの教育環境の充実 　　　　　　　　　　　　　　　

新 規 ＩＣＴ活用事業　　　　　　　　　　　　　2,024 千円

　児童生徒の情報処理能力・資質の育成を図るため、日常的にＩ

ＣＴを活用できる学習環境を整備

●小中学校向け学習クラウド「スマイルネクスト」

●教務支援、学習ツール、情報教育教材、管理・運用機能等

中学生国際留学プログラム事業　　　　　　  　  3,209 千円

　新型コロナウイルス感染症により生徒を安全・安心に海外へ派

遣することが難しいことから、国内において海外留学と同等の英

語学習環境が整った施設での語学研修へ派遣することにより、国

際社会で活躍できる人材の育成を図る

●派遣先：アチーブイングリッシュキャンプ（山梨県富士河口湖町）

●基礎的な英会話能力を有し、かつ、国際社会に対して興味をもっ

ている町内に居住する中学生（派遣者は選考審査を経て決定）

●期　間：４日間（８月予定）

にぎわいの場づくりとイベント活動への支援　　　　　　　　　　　　　　　

新 規 北海道日本ハムファイターズ応援大使事業  2,302 千円

　北海道日本ハムファイターズ「北海道１７９市町村応援大使」

の決定に伴い、応援大使との交流事業を展開し町の活性化を図る

●応援大使：上沢　直之　選手（うわさわ　なおゆき）　　

　　　　　　上原　健太　選手（うえはら　けんた）

子どもを安心して産み育てられる子育て支援

拡 充 母子保健事業  　　　　　　　　　　　　  8,820 千円

　妊娠・出産・育児に関する正しい知識の普及や育児不安の軽減、

適切な育児が行えるよう支援体制の充実を図る

　新たに子育て支援アプリを導入し、町の子育て支援情報の取得、

電子母子手帳による子どもの成長記録管理など、妊娠から子育て

支援までの切れ目のないサポートを行う

新 規 保育士等就労支援事業 　　　　　 　　　　1,160 千円

　保育定員の確保、待機児童・潜在的待機児童の解消、円滑な保

育運営に必要な保育士等を確保するため、新たな保育士等を雇用

した運営事業者に対して就労支援金の補助を行う

●就労祝金（採用・新規就労時）：５万円

●保育士手当（１～３年目月額）：町内在住者２万円

　　　　　　　　　　　　　　　 町外在住者１万円

●勤続祝金（勤続後３年を経過した４年目）：１０万円

拡 充 児童生徒等医療費助成事業 　　　　　　  13,419 千円

　児童生徒の健康・福祉の増進と子育てにかかる保護者の負担軽

減を図るため、これまで中・高校生等は医療機関等への窓口負担

を１割としてたいが、医療費無料化の対象を高校生等までに拡充

※「高校生等」とは、18 歳に達する日以後における最初の３月

31 日までの方
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づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
未
だ
収
束
の
見
え
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
学
校
行
事
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
、
各
種
発
表
の
場
が
中
止

や
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
や

目
標
と
し
て
い
た
も
の
が
失
わ
れ
、

大
変
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
将

来
へ
の
夢
や
希
望
を
実
現
さ
せ
る

た
め
、
教
育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

分
野
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
方
を
招

へ
い
し
た
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
講
演
会
」
の
開
催
な
ど
、
子
ど

も
の
未
来
を
応
援
す
る
取
組
を
実

施
し
ま
す
。

姉
妹
町
交
流
の
推
進

　

熊
本
県
多
良
木
町
と
の
交
流
事

業
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
り
、
一
昨
年
に
続
き
児
童
交
流

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

感
染
症
の
収
束
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
、
民
間
交
流
の
実
施
を
含
め

て
両
町
で
協
議
を
行
い
、
両
町
の

絆
が
一
層
深
ま
る
よ
う
友
好
親
善

を
図
り
ま
す
。

 

第
４
、 

「
す
こ
や
か
な
毎
日
を
支
え

る
健
康
づ
く
り
」 

に
つ
い
て

誰
も
が
す
こ
や
か
に
暮
ら
せ
る
健

康
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
、
生
涯
を
通
じ

て
健
康
で
生
き
生
き
暮
ら
せ
る
よ

う
、
自
ら
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

定
期
的
な
健
診
受
診
や
生
活
習
慣

の
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。　

　

特
定
健
康
診
査
、
特
定
保
健
指

導
に
つ
い
て
は
、
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
や
未
受
診
者
へ
の
効
果
的
な

受
診
勧
奨
を
行
い
、
特
定
健
診
受

診
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

健
診
・
医
療
・
介
護
デ
ー
タ
の
一

体
的
な
分
析
を
行
い
、
特
定
保
健

指
導
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
重
症

化
予
防
と
医
療
費
の
抑
制
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
特
に
、

若
い
世
代
か
ら
の
発
症
が
多
い
、

乳
が
ん
や
子
宮
頸
が
ん
は
、
早
い

段
階
か
ら
の
検
診
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
が
ん
検
診
の
検
診
料

の
無
償
化
に
よ
り
、
受
診
率
向
上

を
図
り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
児
の
歯
科
保
健
に
つ

い
て
は
、
定
期
的
な
歯
科
検
診
と

フ
ッ
素
塗
布
を
行
え
る
よ
う
、
幼

児
歯
科
検
診
時
の
フ
ッ
素
塗
布
を

無
償
化
し
、
う
歯
予
防
に
取
り
組

み
ま
す
。

障
が
い
者
・
障
が
い
児
支
援
の
充

実
と
地
域
福
祉
の
向
上

　

障
が
い
者
・
障
が
い
児
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

が
地
域
で
安
心
し
て
自
分
ら
し
く

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
相
談
支
援
や
各
種
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
適
切
な
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
や
障
が
い
者
に

対
す
る
理
解
促
進
の
た
め
、
手
話

に
関
す
る
講
演
会
や
作
品
展
な
ど

の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
日
々
の
生
活
か
ら
支
え
、

助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、

民
生
委
員
児
童
委
員
に
よ
る
見
守

り
活
動
や
保
護
司
活
動
、
人
権
擁

護
委
員
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
と
連
携
協
力
し
、
生
活

困
窮
家
庭
や
ひ
と
り
親
家
庭
、
障

が
い
の
あ
る
方
の
家
庭
や
高
齢
者

世
帯
な
ど
を
地
域
で
支
え
る
地
域

福
祉
活
動
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
が
元
気
で
暮
ら
せ
る
生
き

が
い
づ
く
り

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫

婦
世
帯
が
増
加
し
、
地
域
に
お
け

る
ニ
ー
ズ
が
複
雑
多
様
化
す
る
中
、

「
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高

齢
者
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ

ま
で
も
健
康
で
自
分
ら
し
い
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
社

会
全
体
で
支
え
合
い
、
と
も
に
地

域
を
創
っ
て
い
く
「
地
域
共
生
社

会
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動

支
援
事
業
の
定
着
に
よ
り
、
虚
弱

予
防
対
策
を
強
化
し
、
疾
病
予
防

や
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
活
動
を
通
じ
て
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
繋
げ
る
と
と

も
に
、
権
利
擁
護
に
お
け
る
理
解

を
深
め
、
成
年
後
見
制
度
等
の
利

用
支
援
を
行
う
な
ど
、
認
知
症
高

齢
者
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

人
生
百
年
時
代
を
迎
え
、
知
識

や
経
験
を
社
会
に
還
元
し
つ
つ
、

健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
目
指
し
、
自
主
的
・

主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
高

齢
者
教
育
を
進
め
ま
す
。

地
域
医
療
を
担
う
町
立
病
院

　

町
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
よ
り
、
常
勤
医
師
４
名
に
よ
る

診
療
体
制
、
理
学
療
法
部
門
の
強

化
並
び
に
訪
問
診
療
の
充
実
、
地

域
医
療
連
携
室
を
核
と
し
た
、
近

隣
病
院
と
の
連
携
に
よ
る
患
者
の

確
保
な
ど
、
収
益
性
の
高
い
、
よ

り
安
定
し
た
病
院
経
営
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
町
民
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
、
い
つ
ま
で
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
「
町
民
の
か
か
り

つ
け
医
」
と
し
て
、
信
頼
さ
れ
る

病
院
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

第
５
、 

「
誰
も
が
安
全
に
暮
ら
せ
る

安
心
づ
く
り
」 

に
つ
い
て

安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
災
害
対
策

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
千
歳

川
河
川
整
備
計
画
」
に
基
づ
く
「
晩

翠
遊
水
地
」
の
供
用
開
始
に
よ
り

治
水
安
全
度
が
向
上
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
堤
防
整
備
、
河
道
掘

削
の
早
期
完
成
に
向
け
、
関
係
自

治
体
と
連
携
し
要
望
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
大
雨
時
に
お
け
る
洪
水

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
普
通
河
川
及

び
幹
線
排
水
路
の
排
水
能
力
の
確

保
と
内
水
排
除
施
設
の
機
能
維
持

を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
大
規

模
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、
「
災

害
備
蓄
品
整
備
計
画
」
に
基
づ
く

避
難
所
資
機
材
や
備
蓄
品
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
行
政
区
・

町
内
会
に
お
け
る
自
発
的
な
取
組

を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
に
出
向

い
た
防
災
学
習
会
等
を
実
施
し
、

防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
、
昼
夜
の
別
な
く
献
身
的
な
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、

心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
度
は
、
消
防
団
施
設
や
消

防
水
利
施
設
の
改
修
を
行
い
、
消

防
力
機
能
の
維
持
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
活
動
に
つ
い
て
は
、

多
様
化
す
る
救
急
病
態
に
対
応
す

る
た
め
、
拡
大
さ
れ
た
救
命
処
置

の
認
定
取
得
に
努
め
、
救
急
体
制

の
充
実
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
活
環
境
対
策

　

ご
み
処
理
対
策
に
つ
い
て
は
、

循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、

南
空
知
公
衆
衛
生
組
合
と
連
携
し
、

定
期
的
な
巡
回
と
広
報
誌
な
ど
に

よ
る
啓
発
活
動
を
行
い
、
ご
み
処

理
の
適
正
化
や
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
に
努
め
ま
す
。

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
４
月
の
焼
却
処

理
施
設
稼
働
に
向
け
て
、
建
築
工

事
を
進
め
る
と
と
も
に
、
最
終
処

分
場
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
予
定
で
す
。

　

水
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、

公
共
下
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落

排
水
事
業
に
お
け
る
将
来
的
な
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
公
営
企
業
会
計
の
導

入
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
村
地
域
に
お
け
る
水

質
保
全
と
生
活
環
境
の
改
善
を
目

的
と
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

　

長
幌
上
水
道
企
業
団
に
つ
い
て

は
、
長
幌
第
２
浄
水
場
改
築
工
事

が
完
了
し
、
本
年
４
月
１
日
よ
り

供
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
本
年
度

は
、
配
水
ポ
ン
プ
施
設
の
建
設
工

事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
住
宅
の
安
全
性
及

び
耐
久
性
の
向
上
と
地
元
企
業
の

活
性
化
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
今

後
に
お
け
る
空
き
家
等
の
増
加
を

抑
制
す
る
た
め
、
新
た
に
「
空
き

家
等
解
体
助
成
事
業
」
、
「
中
古
住

宅
購
入
助
成
事
業
」
を
実
施
し
、

良
好
な
住
環
境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

　

公
園
に
つ
い
て
は
、
「
公
園
施
設

長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
計

画
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
本
年
度
は
、
中
央
公
園
大
型

滑
り
台
な
ど
の
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

緑
化
活
動
に
つ
い
て
は
、
都
市

公
園
や
緑
地
帯
な
ど
の
保
全
と
地

域
の
自
主
的
な
緑
化
活
動
に
対
す

る
花
苗
の
支
給
な
ど
の
支
援
を
行

い
、
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

誰もがすこやかに暮らせる健康づくり 　　　　　　　　　　　　　　　

拡 充 成人保健事業　　　　　　　　　　　　　 16,259 千円

　特定健診は、個々に応じた生活習慣病の改善を促す重症化予防

対策を行い、がん検診は、受診券交付や受診勧奨を継続して行い、

がんの早期発見につなげ、乳がん検診及び子宮頸がん検診は無償

化により受診率の向上を目指す

●健康相談、健康教育　●各種がん検診　●肝炎ウイルス検査

障がい者・障がい児支援の充実と地域福祉の向上 

地域生活支援事業　　　　　　　　　　  　 　　 8,555 千円

　障がいのある方が自立した日常生活や社会生活を営むことがで

きるよう障がい等への理解促進を図り、地域の特性や利用者の状

況に応じたサービスを提供

●理解促進研修啓発事業　●移動支援事業　他

高齢者が元気で暮らせる生きがいづくり

高齢者在宅支援事業　　　　　　　　　　　 　　 4,803 千円

　高齢者等の日常生活上の不安解消と冬期間の除雪に係る精神的

負担の軽減を図り、安全・安心な在宅生活が送れるよう支援

●緊急通報装置設置事業　●除雪サービス事業　他

地域医療を担う町立病院　　　　　　　　　　　　　　　

医療機器購入事業　　　　　　　　　　　　　　　2,233 千円

　入院・外来診療に使用する医療機器等の更新及び購入

●除細動器　●輸液ポンプ　●バリアフリースケール

安全安心に暮らせる災害対策

防災対策事業　　　　　　　　　　　　　　  　  5,334 千円

　あらゆる自然災害を想定し、防災機能の強化と地域防災力の向

上を図る

●防災備蓄品整備（食料品・寝袋・パーテーション・大型ストーブ・

発電機等）　

●町民を対象とした防災教育の推進（出前講座・防災学習会等）

生活環境対策

公園長寿命化改修事業　　　　　　 　　　　　 102,577 千円

　町内 27 公園の長寿命化計画に基づき整備

●中央公園トイレ基本・実施設計　

●中央公園大型滑り台改修工事　●中央公園ベンチ改修工事

●緑町児童公園遊具改修工事
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進
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
夕
張
川
河
川
敷
の

一
部
が
湿
生
植
物
の
生
育
地
と
し

て
、
か
つ
て
の
幌
向
原
野
の
名
残

を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原

風
景
で
あ
る
湿
地
性
植
物
か
ら
な

る
湿
原
の
再
生
に
向
け
て
、
関
係

機
関
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
の
交
通
対
策

　

地
域
公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て

は
、
昨
年
10
月
か
ら
新
た
な
地
域

公
共
交
通
と
し
て
、
利
用
者
を
町

内
の
目
的
地
ま
で
「
ド
ア
・
ト
ゥ
・

ド
ア
」
で
つ
な
ぐ
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
「
あ
い
る
ー
と
」
を
運
行
し

て
い
ま
す
。
運
行
開
始
よ
り
多
く

の
方
の
利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

地
域
住
民
の
足
と
し
て
、
利
用
者

の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い

地
域
公
共
交
通
を
目
指
し
ま
す
。

　

道
央
圏
連
絡
道
路
に
つ
い
て
は
、

「
中
樹
林
道
路
」
は
、
令
和
６
年
度

の
供
用
開
始
が
公
表
さ
れ
、
改
良

工
事
な
ど
が
引
き
続
き
進
め
ら
れ

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
「
長
沼
南
幌

道
路
」
の
本
町
区
間
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
よ
り
用
地
買
収
、
物
件
補

償
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
整
備
が
一

層
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
自
治

体
か
ら
な
る
期
成
会
に
お
い
て
要
望

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

一
般
国
道
337
号
の
南
15
線
か
ら

長
沼
町
と
の
町
界
に
架
設
さ
れ
て

い
る
堺
橋
の
間
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
、
事
故
危
険
区
間
と
し
て
事

業
着
手
さ
れ
、
本
年
度
よ
り
路
肩

拡
幅
等
の
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
町
道
に
つ
い
て
は
、
道

路
舗
装
及
び
橋
梁
の
計
画
的
な
維

持
補
修
を
行
う
と
と
も
に
、
「
除
排

雪
業
務
計
画
」
に
基
づ
き
、
冬
期

に
お
け
る
安
全
な
交
通
路
を
確
保

し
ま
す
。

交
通
安
全
と
生
活
安
全
対
策

　

昨
年
12
月
、
町
内
に
お
い
て
痛

ま
し
い
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、

尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通

安
全
運
動
推
進
協
議
会
を
中
心
に
、

栗
山
警
察
署
、
関
係
団
体
及
び
行

政
区
・
町
内
会
と
連
携
し
た
交
通

安
全
運
動
の
展
開
や
「
高
齢
者
運

転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
」

を
推
進
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
、
交
通
事
故
の

抑
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

生
活
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

生
活
安
全
推
進
協
議
会
や
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

地
域
へ
の
情
報
提
供
や
啓
発
活
動

を
行
い
、
事
件
事
故
の
な
い
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

第
６
、「
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に

よ
る
信
頼
づ
く
り
」 

に
つ
い
て

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
広
域

連
携
の
推
進

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
「
第

６
期
南
幌
町
総
合
計
画
」
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
か
ら
５
カ
年
の
後

期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

「
誰
も
が
笑
顔
で
活
躍
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、

多
く
の
方
々
が
参
加
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
も
協
働
に
よ
る
自
立
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
行
政

区
・
町
内
会
活
動
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
町
民
と
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
、
「
地

域
担
当
職
員
制
度
」
「
職
員
出
前
講

座
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
「
故
郷
ふ
れ
あ
い
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
「
町
長
談
話
室
」
な
ど

の
機
会
を
通
じ
て
、
町
政
に
対
す

る
提
案
や
町
民
と
の
意
見
交
換
を

行
い
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
「
さ
っ

ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏
」
で
は
、

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
取
組

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
空
知
４
市
５
町
で
構

成
す
る
「
南
空
知
広
域
連
携
」、「
南

空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合
」、

空
知
総
合
振
興
局
と
管
内
の
市
町

で
構
成
す
る
「
北
海
道
空
知
地
域

創
生
協
議
会
」
な
ど
と
連
携
を
図

り
ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
財
政
基

盤
の
強
化

　

町
の
財
政
基
盤
に
お
い
て
、
自

主
財
源
で
あ
る
町
税
は
根
幹
で
あ

り
、
引
き
続
き
適
正
な
課
税
と
滞

納
者
に
対
す
る
、
預
金
な
ど
の
財

産
調
査
や
差
押
え
に
よ
る
滞
納
処

分
の
実
行
な
ど
、
税
負
担
の
公
平

性
と
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
よ

う
と
全
国
の
方
々
か
ら
寄
附
金
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
と
成
長
を
支
え
る
事
業
や
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
事
業
な
ど
の
貴
重

な
財
源
と
し
て
、
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
謝
礼
品
と
し
て
、
本
町

の
特
産
品
を
贈
る
こ
と
に
よ
り
、

町
の
知
名
度
向
上
や
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
特
産

品
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
配

置
し
た
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」

に
よ
る
、
謝
礼
品
の
新
規
開
拓
や

魅
力
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

大
幅
な
歳
入
増
加
が
期
待
で
き
な

い
一
方
で
、
歳
出
で
は
社
会
保
障

関
係
費
や
公
共
施
設
の
大
規
模
改

修
な
ど
投
資
的
経
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
も

の
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
多
様

化
し
て
い
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
最
小
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
視
点
に
立
ち
「
第
３

次
行
財
政
改
革
実
行
計
画
」
を
策

定
し
更
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
「
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
に
基
づ
く
公
共
施

設
の
機
能
・
性
能
の
維
持
に
努
め
、

政
策
の
基
盤
で
あ
る
財
政
の
安
定

化
を
図
り
、
持
続
可
能
な
行
政
運

営
を
進
め
ま
す
。

 

最
後
に
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
」
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策

　

変
異
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
全

国
的
に
感
染
拡
大
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
日
々

の
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
が
大

変
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

に
お
い
て
も
、
感
染
リ
ス
ク
を
回

避
す
る
行
動
な
ど
に
つ
い
て
、
適

宜
、
町
民
の
皆
様
へ
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
や
公
共
施

設
に
お
け
る
マ
ス
ク
の
着
用
・
手

洗
い
・
検
温
・
消
毒
・
換
気
の
実

施
な
ど
、
感
染
症
対
策
の
徹
底
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
の
方
針

に
基
づ
き
、
２
回
目
接
種
完
了
者

に
対
し
て
追
加
接
種
を
順
次
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の

小
児
用
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
安
心
し
て
接
種
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
接
種
体
制
を
整
え
、
必

要
な
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経

済
等
支
援
対
策

　

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
、

地
域
経
済
全
般
が
深
刻
な
影
響
を

受
け
て
い
る
情
勢
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

事
業
者
の
経
営
安
定
に
資
す
る
各

種
支
援
や
町
内
消
費
の
拡
大
に
つ

な
が
る
事
業
を
実
施
し
、
地
域
経

済
を
支
え
る
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

経
済
等
支
援
策
と
し
て
、
町
内

の
商
店
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
す

る
ほ
か
、
町
内
食
品
製
造
業
、
小

規
模
事
業
者
な
ど
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
出
産

に
不
安
を
抱
え
る
妊
婦
に
対
し
て
、

安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

　

今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
状
況
や
国
、
北

海
道
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、

時
を
逸
す
る
こ
と
な
く
必
要
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

以
上
、
町
政
執
行
に
臨
む
私
の

所
信
と
基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。
私
に
は
、
長
期
化

す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
南
幌
町
の

舵
取
り
役
と
し
て
、
重
い
責
任
と

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
将
来
を
し
っ
か
り
と
見

据
え
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、

希
望
を
持
ち
、
そ
し
て
子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
た
め
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
に
、
持
て
る
力
の

限
り
を
尽
く
す
決
意
で
す
。

地域の交通対策　　　　　　　　　　　　　　　

生活路線等交通対策事業　　　　　　　　　　　 17,460 千円

　交通空白地域の解消と交通弱者の移動手段を確保するため、Ａ

Ｉ配車システムを搭載したオンデマンド交通の運行を行う

交通安全と生活安全対策

交通安全対策推進事業　　　　　　　　　　  　  6,112 千円

　交通安全運動推進協議会を中心に関係機関等と連携を図り、各

期における交通安全運動などを展開し交通事故の抑止に努める

　高齢者の運転による交通事故防止及び外出支援を目的とした「高

齢者運転免許証自主返納支援事業」については、ハイヤー利用料

金の助成及びオンデマンド交通との連携を引き続き行う

行政改革の推進による財政基盤の強化

ふるさと応援寄附事業　　　　　　　　　　 　  62,301 千円

　ふるさと納税制度を活用して全国各地の方から寄附金を募り、

寄附者に対して本町の地場産品を贈呈することで知名度向上や地

場産品ＰＲ、販売促進につなげる

●地場産品の掘り起こしによる新たな返礼品の追加　

新型コロナウイルス感染症予防対策　　　　　　　　　　　　　　　

新型コロナウイルスワクチン接種事業　　　　　 30,201 千円

　感染症の感染拡大と重症化予防のため、ワクチン接種体制の確

保と円滑な実施を行う

新型コロナウイルス感染症経済等支援対策

緊急経済支援事業　　　　　　　 　　　　   　 37,840 千円

　感染症の影響を受けた町民や事業者を対象に経済支援を実施

●南幌プレミアム付商品券事業補助金

　地域経済の再起動を促進するため、町・経済団体・町民が一体

となって、町内商店等を応援するプレミアム付商品券を販売

●食品製造業町民還元事業

　地域特産食品を手に取る機会を増やすことで、感染症の影響を

受けている食品製造業者を支援

●なんぽろ割宿泊助成事業

　感染症の感染拡大により、宿泊者が大幅に減少している町内宿

泊施設に対し、宿泊費の一部を助成し宿泊者を支援

●小規模事業者持続化特別補助金

　日本商工会連合会の持続化補助金のうち、コロナ関連型を活用

し設備投資を行う事業者を対象に自己負担分の一部を助成
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人
工
知
能
の
高
度
化
や
情
報
通

信
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
急
激
に

変
化
す
る
社
会
に
お
い
て
、
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
教

育
が
果
た
す
役
割
は
一
層
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が

未
だ
見
通
せ
な
い
状
況
が
、
教
育

を
取
り
巻
く
環
境
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
予
測
の
つ

か
な
い
不
確
実
な
状
況
の
変
化
に

対
応
し
、
複
雑
化
す
る
教
育
の
諸

課
題
に
町
部
局
と
の
連
携
を
一
層

深
め
な
が
ら
、
教
育
環
境
の
充
実

に
向
け
効
果
的
な
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
新
学

習
指
導
要
領
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
主
体
的
に
判
断
し
、
自
ら
課

題
を
解
決
す
る
「
生
き
る
力
」
の

育
成
や
、
児
童
生
徒
一
人
１
台
の

情
報
端
末
を
活
用
し
た
「
情
報
活

用
能
力
」
の
育
成
に
よ
り
、
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
の
資
質
・
能
力

を
一
層
確
実
に
育
成
で
き
る
教
育

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、

町
民
の
主
体
的
な
学
び
や
地
域
に

お
け
る
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し

た
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学

習
機
会
の
提
供
や
学
習
成
果
が
広

く
生
か
さ
れ
る
生
涯
学
習
社
会
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
第
６
期
総
合
計

画
の
基
本
政
策
に
示
さ
れ
て
い
る

「
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
と
文
化
の

か
お
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
目
標
と
し
、
学
校
教
育
と
社
会

教
育
が
よ
り
緊
密
に
連
携
し
、
「
教

育
大
綱
」
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
や
、

生
き
が
い
と
ゆ
と
り
の
あ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に

向
け
た
夢
や
希
望
を
応
援
す
る
取

組
を
実
施
し
、
困
難
に
も
あ
き
ら

め
る
こ
と
な
く
、
自
分
ら
し
さ
を

発
揮
し
て
自
己
実
現
を
図
る
と
と

も
に
、
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
社

会
に
貢
献
す
る
資
質
や
能
力
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

１
　
学
校
教
育
の
推
進

　

本
年
度
よ
り
、
児
童
の
学
習
内

容
の
理
解
度
・
定
着
度
の
向
上
と

学
び
の
高
度
化
を
図
る
と
と
も
に
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
接
続
を

円
滑
に
行
な
う
た
め
、
小
学
校
高

学
年
に
お
い
て
教
科
担
任
制
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
小
・
中
学

校
９
年
間
の
義
務
教
育
を
通
じ
て
、

主
体
的
、
対
話
的
で
深
い
学
び
の

実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
に
取
り

組
む
よ
う
学
校
に
指
導
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
、

未
来
の
創
り
手
と
な
る
た
め
に
必

要
な
資
質
・
能
力
を
育
む
「
社
会

に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現

に
向
け
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、

行
政
が
連
携
協
力
し
な
が
ら
課
題

の
共
有
を
図
り
、
児
童
生
徒
が
安

全
で
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ

て
、
小
・
中
学
校
が
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
活
動
の

充
実

　

変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
創
造
性
豊

か
に
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な

知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
、
そ
れ

ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
思
考
力
、
判
断
力
に
加
え
、

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢

を
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」
や
「
ほ
っ
か
い
ど
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」
の
結
果
を

踏
ま
え
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る

基
礎
学
力
向
上
プ
ラ
ン
の
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、
「
標
準
学
力
検

査
」
の
実
施
に
よ
り
、
課
題
の
あ

る
領
域
を
分
析
し
、
全
て
の
教
員

が
共
通
認
識
を
図
り
な
が
ら
、
授

業
改
善
や
学
習
指
導
の
充
実
に
向

け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

望
ま
し
い
生
活
習
慣
と
学
習
習

慣
の
定
着
に
つ
い
て
は
、
小
・
中

学
校
に
開
設
し
た
公
設
学
習
塾
「
ス

マ
イ
ル
塾
」
に
お
け
る
こ
れ
ま
で

の
成
果
や
課
題
を
整
理
分
析
し
、

改
善
を
加
え
、
基
礎
学
力
・
学
習

意
欲
の
向
上
と
家
庭
学
習
の
定
着

へ
の
取
組
と
し
て
、
小
学
４
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
を
対
象
に

「
算
数
・
数
学
科
」
、
小
学
６
年
生

を
対
象
に
「
英
語
科
」
を
実
施
し

ま
す
。　

　

ま
た
、
長
期
休
業
中
に
お
い
て

は
、
小
学
校
で
は
社
会
教
育
事
業

と
連
携
し
た
学
習
へ
の
取
組
や
中

学
校
で
は
「
補
習
授
業
」
を
実
施
し
、

補
充
的
な
学
習
機
会
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

　

更
に
、
本
町
の
児
童
生
徒
の
実

態
を
踏
ま
え
、
「
な
ん
ぽ
ろ
学
力
向

上
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
学
力
向

上
に
向
け
た
保
護
者
へ
の
啓
発
を

行
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
が
連
携
し
た
児
童

生
徒
の
学
び
の
連
続
性
に
つ
い
て

は
、
義
務
教
育
９
年
間
の
よ
り
系

統
的
か
つ
継
続
的
な
指
導
体
制
を

検
討
し
、
学
校
教
育
の
充
実
を
図

る
た
め
、
小
中
一
貫
教
育
検
討
委

員
会
に
よ
り
、
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
学
習
用

ア
プ
リ
を
導
入
し
、
学
習
環
境
を

充
実
す
る
こ
と
で
、
小
・
中
学
生

の
情
報
活
用
能
力
の
資
質
・
能
力

の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
の

育
成
に
つ
い
て
は
、
外
国
語
に
慣

れ
親
し
み
、
学
習
へ
の
動
機
付
け

を
高
め
る
取
組
と
し
て
、
英
語
検

定
受
検
料
の
助
成
を
行
う
こ
と
で

受
検
者
の
拡
充
を
図
る
ほ
か
、
外

国
語
指
導
助
手
や
大
学
生
を
活
用

し
、
中
学
校
で
は
「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
ト
ラ
イ
ア
ル
」
の
実
施
や

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
を
対
象
と
し
た
「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
」
な
ど
、
互
い

の
考
え
や
気
持
ち
を
外
国
語
で
伝

え
合
う
対
話
的
な
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
学
校
へ
の
派
遣
に

よ
る
生
き
た
英
語
力
を
身
に
つ
け

る
「
中
学
生
国
際
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
か
ら
、
本
年
度
は
、
国
内
で
の

事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

豊
か
な
人
間
性
と
健
康
な
体
の
育
成

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

の
た
め
に
は
、
基
本
的
な
倫
理
観

や
規
範
意
識
を
身
に
付
け
、
自
立

心
や
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
な

ど
、
豊
か
な
心
と
健
康
で
た
く
ま

し
い
体
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

道
徳
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
多
面

的
・
多
角
的
に
深
く
考
え
た
り
、

議
論
す
る
こ
と
で
児
童
生
徒
の
道

徳
性
を
育
む
と
と
も
に
、
町
と
連

携
し
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の

授
業
に
取
り
組
む
な
ど
、
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
よ
う
努
め
ま
す
。

　

い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

の
普
及
に
よ
り
潜
在
化
し
て
い
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
い
じ
め

の
予
防
と
適
切
な
対
応
を
図
る
た

め
に
は
、
学
校
が
実
施
す
る
定
期

的
な
い
じ
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
教

育
相
談
、
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
に
よ
る
実
態
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
と
連
携
し
た
地
域
に
お
け

る
実
態
把
握
や
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
活
用
し
た
心
の
ケ
ア

な
ど
に
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
・
高
校
の
児
童

生
徒
が
、
異
校
種
交
流
を
通
じ
、

い
じ
め
問
題
を
主
体
的
に
考
え
る

事
業
と
し
て
「
仲
間
づ
く
り
子
ど

も
会
議
」
を
開
催
し
、
各
学
校
で

も
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

健
康
な
体
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習

慣
等
調
査
」
に
お
け
る
本
町
の
児

童
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
、
教
育

活
動
全
体
を
通
し
て
、
運
動
や
遊

び
を
推
奨
す
る
と
と
も
に
、
目
標

を
も
っ
て
積
極
的
に
運
動
に
取
り

組
む
意
欲
を
育
て
る
た
め
の
啓
発

活
動
な
ど
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
体
力
や
運
動
能
力
の
向
上
に
向

け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
安
全

安
心
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

給
食
の
提
供
や
地
元
農
産
物
の
活

用
な
ど
を
通
じ
て
、
健
康
の
増
進

や
体
力
の
向
上
、
地
域
の
主
要
農

産
物
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
米
や
パ
ン
な
ど
の
主
食

分
の
費
用
に
つ
い
て
町
が
負
担
し
、

南
幌
町

南
幌
町

教
育
長

教
育
長

小
笠
原　

正
和

小
笠
原　

正
和

令
和
４
年
度

教
育
行
政
執
行
方
針
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保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様

を
対
象
と
し
た
試
食
会
を
開
催
し
、

学
校
給
食
や
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
へ
の
理
解
を
深
め
る
な
ど
の
食

育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
教
育
活

動
の
充
実

　

学
校
が
保
護
者
や
地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
、
期
待
に
応
え
る
教
育
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校

運
営
上
の
課
題
の
共
有
を
図
り
、

学
校
と
家
庭
や
地
域
が
相
互
に
連

携
、
協
働
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校
に

導
入
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
円
滑
な
運
営
を
学
校
運
営
協

議
会
が
主
体
と
な
り
、
「
み
ん
な
で

育
て
よ
う
南
幌
の
子
ど
も
た
ち
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
収
束
し
て
い
な
い
中
で
活

発
な
活
動
が
難
し
い
状
況
に
は
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
、
学
校
の
自

己
評
価
の
結
果
や
家
庭
と
地
域
が

連
携
し
た
望
ま
し
い
支
援
の
あ
り

方
な
ど
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様

の
意
見
を
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ

て
い
く
よ
う
努
め
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
職
業
体

験
活
動
な
ど
に
お
い
て
、
外
部
講

師
の
活
用
や
町
内
各
商
店
・
事
業

所
・
企
業
、
地
域
の
皆
様
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
見
極

め
、
児
童
生
徒
の
望
ま
し
い
勤
労

観
や
職
業
観
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、

教
育
上
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ

た
指
導
や
、
支
援
を
受
け
ら
れ
る

体
制
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
小
・

中
学
校
に
特
別
支
援
教
育
学
習
支

援
員
、
小
学
校
に
生
活
介
助
職
員

を
配
置
し
、
よ
り
き
め
細
か
な
教

育
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に

つ
い
て
は
、
教
員
の
労
働
環
境
を

改
善
し
、
教
員
の
専
門
性
を
生
か

し
つ
つ
、
授
業
や
授
業
準
備
、
児

童
生
徒
と
向
き
合
う
た
め
の
時
間

の
確
保
な
ど
、
学
校
教
育
の
質
を

高
め
ら
れ
る
環
境
を
構
築
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
「
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
南
幌
町
ア
ク

シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

教
員
一
人
ひ
と
り
が
勤
務
時
間
を

意
識
し
た
働
き
方
を
進
め
る
た
め
、

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

勤
務
時
間
の
把
握
や
、
学
校
業
務

の
効
率
化
、
業
務
に
専
念
で
き
る

環
境
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「
町
立
中
学
校
部
活
動
の
在
り
方
に

関
す
る
方
針
」
に
基
づ
き
、
地
域

と
連
携
し
た
部
活
動
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実

　

学
校
教
育
を
維
持
・
向
上
さ
せ

る
た
め
に
は
、
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
通
学
し
、
継
続
し
て
学
べ
る

教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

小
学
校
に
お
け
る
少
人
数
学
級

に
つ
い
て
は
、
「
町
立
小
学
校
適
正

規
模
・
適
正
配
置
基
本
方
針
」
に

基
づ
き
、
１
学
年
２
学
級
を
維
持

す
る
た
め
、
町
独
自
に
よ
る
教
員

の
加
配
に
よ
り
、
き
め
細
か
な
指

導
を
行
い
ま
す
。

　

「
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
通
学
す
る
学

校
毎
の
定
額
補
助
を
行
う
こ
と
で
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

の
子
育
て
支
援
策
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

　

学
校
教
育
施
設
の
適
正
な
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
、
教
育
施
設
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
南
幌
中

学
校
体
育
館
の
大
規
模
改
修
を
行

う
た
め
、
実
施
設
計
を
本
年
度
実

施
し
ま
す
。

南
幌
高
等
学
校
へ
の
支
援

　

南
幌
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
３
月
を
も
っ
て
64
年
間

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

昭
和
33
年
の
開
校
以
来
、
多
く

の
生
徒
が
学
び
、
本
町
の
教
育
の

向
上
発
展
に
多
大
な
功
績
を
残
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
深
く
敬
意
と
感

謝
を
表
す
る
も
の
で
す
。
閉
校
と

な
る
こ
と
は
大
変
残
念
で
あ
り
ま

す
が
、
在
校
生
が
誇
り
を
も
っ
て

卒
業
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
教

育
環
境
を
支
援
し
ま
す
。

姉
妹
町
児
童
交
流
の
推
進

　

熊
本
県
多
良
木
町
と
の
児
童
交

流
学
習
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
２
年
続
け
て
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
出

会
い
、
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
お

互
い
の
歴
史
や
文
化
、
産
業
な
ど

の
知
識
を
広
め
、
友
好
を
図
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
両
町
の
絆
を
一

層
深
め
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
見

極
め
、
交
流
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

２
　
社
会
教
育
の
推
進

　

本
年
度
よ
り
、
新
た
に
策
定
し

た
「
第
４
期
社
会
教
育
中
期
推
進

計
画
」
並
び
に
「
第
２
期
子
ど
も

の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
一
人
ひ
と
り
の
『
や
っ
て
み
た
い
・

知
り
た
い
・
学
び
た
い
』
を
つ
な

げ
よ
う
。
み
ん
な
で
楽
し
く
創
る　

な
ん
ぽ
ろ
の
社
会
教
育
」
を
基
本

理
念
と
し
て
、
「
社
会
教
育
活
動
・

関
係
施
設
の
充
実
を
図
る
」
「
学
び

が
共
有
で
き
る
場
を
つ
く
る
」
「
未

来
へ
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
」
の

３
つ
の
重
点
目
標
を
も
と
に
各
分

野
で
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
「
家
庭
・
地
域
・
学
校

に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進
」
「
読

書
環
境
の
整
備
」
「
読
書
活
動
に
対

す
る
啓
発
活
動
」
を
基
本
方
針
と

し
て
、
子
ど
も
が
あ
ら
ゆ
る
機
会
、

あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
自
主
的

に
読
書
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
読
書
環
境
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
本
来
の
社
会
教
育
活
動

が
制
限
さ
れ
、
町
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
を
講
じ

て
、
各
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
５

年
間
の
社
会
教
育
、
子
ど
も
の
読

書
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

家
庭
教
育
の
支
援

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

す
る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
温
か

く
見
守
り
、
安
全
で
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
す
。

　

家
庭
教
育
に
つ
い
て
は
、
共
働

き
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
家
庭
環

境
の
多
様
化
や
子
育
て
に
忙
し
く
、

学
習
の
機
会
や
子
育
て
の
悩
み
を

共
有
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
状
況
か
ら
、
家
族
で
協
力
し

な
が
ら
積
極
的
に
子
育
て
に
関
わ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
保
護
者
が
子
育
て

の
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
と
い

う
認
識
の
も
と
、
生
涯
学
習
サ
ポ
ー

タ
ー
を
は
じ
め
、
南
幌
み
ど
り
野

幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
連
携
し
た
学
習
機
会
の
提
供
や

子
育
て
の
不
安
を
解
消
で
き
る
相

談
・
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育
て

る
機
運
を
醸
成
し
て
い
き
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

　

子
ど
も
た
ち
は
、
町
の
将
来
を

担
う
希
望
で
あ
り
、
未
来
を
つ
く

る
宝
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
自

分
の
可
能
性
を
信
じ
て
前
向
き
に

挑
戦
し
、
未
来
を
切
り
開
い
て
い

け
る
よ
う
、
社
会
性
や
創
造
性
を

育
む
機
会
の
確
保
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
取

り
組
ん
で
い
る
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
活
動
な
ど
を
広
く
支
援
す

る
と
と
も
に
教
育
や
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
に
優
れ
た
技
術
や
才
能
を
も
っ

た
方
を
招
へ
い
し
、
子
ど
も
の
未

来
を
応
援
す
る
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
人
工
知
能

な
ど
の
普
及
や
開
発
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
対
人
関
係
が
希
薄

で
異
年
齢
と
の
交
流
や
自
然
体
験
・

生
活
体
験
等
の
体
験
活
動
の
不
足
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
つ
い

て
い
な
い
た
め
に
学
習
意
欲
が
低

い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
「
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
」
な
ど
と
連
携
し
、
自

然
体
験
学
習
や
共
同
生
活
体
験
、

防
災
教
育
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
キ
ャ
ン
プ
」
を
実

施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
・

自
発
性
の
育
成
や
リ
ー
ダ
ー
養
成

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
審
議
会
と
の

連
携
の
も
と
に
、
多
く
の
幅
広
い

層
の
地
域
住
民
に
参
画
い
た
だ
き
、

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
た
「
地
域
学
校
協
働
本
部
」

を
立
ち
上
げ
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
た
ち
の
学
び
や
成
長
を
支
え
る

体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

生
涯
学
習
、
社
会
教
育
の
推
進

　

町
民
の
学
習
活
動
に
対
す
る
要

求
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

行
政
や
関
係
機
関
が
実
施
し
て
い

る
学
習
機
会
の
情
報
を
共
有
し
、

町
民
の
学
習
要
求
に
応
え
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
「
生
涯
学
習
推
進
基

本
構
想
」
に
基
づ
き
、
南
幌
ら
し

い
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
生
涯
学
習
推
進
本
部
が
主
体

と
な
り
、
学
校
や
地
域
、
行
政
が

連
携
し
な
が
ら
町
民
の
多
様
な
学

習
意
欲
に
即
し
た
学
習
機
会
を
は

じ
め
、
今
日
的
課
題
に
関
す
る
講

座
の
開
設
な
ど
、
だ
れ
も
が
安
全

で
安
心
し
て
参
加
で
き
る
学
習
機

会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
地
域
の

人
材
情
報
の
共
有
と
活
用
を
一
層

図
る
こ
と
で
、
町
民
が
生
き
が
い

を
も
っ
て
活
動
で
き
る
機
会
の
創

出
に
努
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
推
進

　

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
体
力
・

健
康
づ
く
り
に
対
す
る
関
心
は
ま

す
ま
す
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
が
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
、
健
康
な
心
と
体
を

つ
く
り
、
明
る
く
元
気
な
町
を
築

く
た
め
に
は
、
「
だ
れ
も
が
・
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
・
気
軽
に
」
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
年
齢
や
体
力
、
技

術
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
関
係

団
体
と
連
携
・
協
力
し
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
へ
の
参
加
対
象
を
行
政
区

や
町
内
会
単
位
の
ほ
か
に
、
家
族

や
職
場
・
地
域
団
体
な
ど
に
広
げ
、
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よ
り
多
く
の
方
た
ち
が
楽
し
さ
を

実
感
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、
町
民
同
士
の
交
流
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向

上
を
目
指
し
、
運
動
能
力
の
基
礎

が
形
成
さ
れ
る
低
学
年
を
対
象
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
な
ど
、

低
年
齢
期
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進
、
ふ
る

さ
と
の
記
憶
の
保
全

　

芸
術
や
文
化
は
、
観
る
者
に
感

動
や
生
き
る
喜
び
を
も
た
ら
し
心

豊
か
な
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
果
た

す
役
割
は
極
め
て
重
要
で
す
。

　

個
性
豊
か
な
地
域
文
化
の
振
興

を
図
る
た
め
に
は
、
世
代
を
超
え

て
誰
も
が
多
様
な
芸
術
文
化
に
親

し
み
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
整
え
、
豊
か
な
感
性
や
創
造
性

を
育
む
取
組
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
小
・
中
学
校
や
関

係
機
関
と
連
携
協
力
し
、
優
れ
た

芸
術
の
鑑
賞
機
会
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
町
民
の
文
化
活
動
の
主

体
と
な
る
サ
ー
ク
ル
の
育
成
や
活

動
を
発
表
す
る
機
会
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
芸
能
に
触
れ
る
機

会
の
提
供
や
郷
土
芸
能
の
伝
承
・

普
及
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の
歴

史
を
後
世
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料

の
保
存
・
継
承
に
努
め
ま
す
。

　

南
幌
町
文
化
協
会
は
、
本
年
、

創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
大
き

な
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

役
員
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
に
心

よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
の
芸
術
文
化
が
半
世
紀
の

長
き
に
わ
た
り
振
興
発
展
し
て
き

た
の
も
、
文
化
協
会
の
歴
代
役
員

を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
、
関
係

各
位
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る
と

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

　

創
立
を
記
念
し
て
実
施
さ
れ
ま

す
芸
術
鑑
賞
会
な
ど
の
事
業
に
対

し
て
、
支
援
協
力
し
、
芸
術
文
化

の
振
興
に
努
め
ま
す
。

読
書
活
動
の
推
進

　

読
書
活
動
は
、
言
葉
を
学
び
、

感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、

創
造
力
を
豊
か
な
も
の
に
し
、
人

生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に

付
け
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
す
。
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
に

お
い
て
親
し
み
や
す
く
、
楽
し
く

読
書
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
読
書
環

境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

図
書
室
に
お
け
る
蔵
書
の
充
実
や

話
題
性
の
あ
る
特
集
展
示
の
実
施
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
た
調
べ
学

習
の
充
実
な
ど
、
町
民
の
読
書
を

通
し
た
主
体
的
な
学
び
や
活
動
を

支
援
し
、
読
み
聞
か
せ
や
読
書
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、
町
民
に

親
し
ま
れ
る
図
書
室
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
に

つ
い
て
は
、
「
第
２
期
子
ど
も
の
読

書
活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

学
校
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
小
・

中
学
校
と
連
携
し
て
実
施
し
、
国

語
力
や
読
解
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
み
ど
り
野
幼
稚
園
や
い

ち
い
保
育
園
、
小
学
校
で
の
読
み

聞
か
せ
や
朝
読
書
を
読
み
聞
か
せ

サ
ー
ク
ル
の
皆
様
の
協
力
の
も
と

実
施
し
、
読
書
習
慣
の
定
着
に
取

り
組
み
ま
す
。

社
会
教
育
関
係
施
設
の
充
実

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ぽ
ろ
ろ
」

を
は
じ
め
と
す
る
社
会
教
育
関
係

施
設
は
、
町
内
外
の
多
く
の
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
誰
も
が
、
気
軽
に
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
防
止
対

策
を
講
じ
、
万
全
な
管
理
運
営
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
方
が
創
作
活
動

で
製
作
さ
れ
た
作
品
を
「
ぽ
ろ
ろ
」

ロ
ビ
ー
な
ど
に
展
示
す
る
こ
と
で
、

広
く
町
民
が
利
用
で
き
る
場
と
し

て
提
供
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
教
育
施
設
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
改
修
工
事
を
行
う
た
め

実
施
設
計
を
本
年
度
実
施
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
、
あ
ら
ゆ
る
場
所

に
お
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、

生
涯
を
通
じ
て
生
き
生
き
と
学
び

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本

町
の
教
育
振
興
の
充
実
・
発
展
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
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子
ど
も
達
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

子
ど
も
達
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

『
子
ど
も
室
内
遊
戯
施
設
』

『
子
ど
も
室
内
遊
戯
施
設
』

　
　
　
　

２
０
２
３
年
５
月

オ
ー
プ
ン

▼遊戯エリアイメージ

　
　
　
　

２
０
２
３
年
５
月

　
　
　
　

２
０
２
３
年
５
月

　
　
　
　

２
０
２
３
年
５
月

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

▼▼遊戯エリアイメージ遊戯エリアイメージ

【施設名称の変更について】

　昨年、施設整備の財源として計画し

ていた国の交付金が不採択となり、スケジュ

ールの変更を余儀なくされていた「誘客交流拠

点施設」。今回、国の交付金が採択され、「子ども

室内遊戯施設」と名称を変更し、施設整備に向けた計

画を再スタートします。2023 年５月のオープンに向け

て、現在の施設整備計画をお伝えし、今後も進捗状況

を随時お届けします。
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～今後の計画～

2022 年６月　駐車場改修工事開始

2022 年８月　建設工事着工

2023 年３月　施設完成

2023 年４月　開設準備

2023 年５月　オープン

※変更になる場合があります

体験エリア

交流エリア

遊戯エリア遊戯エリア

「あそびから未来をかえる」
ボーネルンドの世界が広がる遊びの空間

中央公園テニスコートを駐車場

に改修します。改修工事に伴い、

テニスコートの開放を終了いたし

ます。

ご理解とご協力を宜しくお願い

致します。

長年にわたりご利用いただき、

ありがとうございました。

中央公園多目的広場に整備される「子ども室内遊戯施設」は「遊戯エリア」「交中央公園多目的広場に整備される「子ども室内遊戯施設」は「遊戯エリア」「交
流エリア」「体験エリア」からなり、小さな子どもだけでなく、多世代の方が気流エリア」「体験エリア」からなり、小さな子どもだけでなく、多世代の方が気
軽に利用できる新しい南幌町の集いの場として、地域住民に愛され親しまれ続け軽に利用できる新しい南幌町の集いの場として、地域住民に愛され親しまれ続け
る施設を目指します。る施設を目指します。

子ども達の笑顔があふれる『子ども室内遊戯施設』子ども達の笑顔があふれる『子ども室内遊戯施設』

たくさんの方が自由で気軽に利用できるくつろぎのエたくさんの方が自由で気軽に利用できるくつろぎのエ

リアとしてカフェスペースを設置します。子ども連れのリアとしてカフェスペースを設置します。子ども連れの

保護者だけでなく、中央公園パークゴルフ場の利用者の保護者だけでなく、中央公園パークゴルフ場の利用者の

◇交流エリアについて◇交流エリアについて

様々な用途に応じて、体験活動や小規模なイベントへの活用ができ、子様々な用途に応じて、体験活動や小規模なイベントへの活用ができ、子

どもだけでなく親子や多世代の方が楽しめる体験と賑わいのエリアです。どもだけでなく親子や多世代の方が楽しめる体験と賑わいのエリアです。

◇体験エリアについて◇体験エリアについて

活用イメージ：ワークショップ、軽運動教室、季節のイベント、物販等活用イメージ：ワークショップ、軽運動教室、季節のイベント、物販等

ペース、カフェスペース、読ペース、カフェスペース、読

書スペース等書スペース等

◇遊戯エリアについて◇遊戯エリアについて
「遊び」を通じて子どもの「好奇心・創造性を育む」ことや「運動能力の向上」に繋が「遊び」を通じて子どもの「好奇心・創造性を育む」ことや「運動能力の向上」に繋が

るような、遊具やアスレチックの他、知育玩具等を設置します。子ども達を見守る保護者るような、遊具やアスレチックの他、知育玩具等を設置します。子ども達を見守る保護者

活用イメージ：すべり台やアスレチックを設置するアクティブスペース、木育、知育玩具、活用イメージ：すべり台やアスレチックを設置するアクティブスペース、木育、知育玩具、

絵本コーナーを設置するベビー・キッズスペース絵本コーナーを設置するベビー・キッズスペース

木の温もりが豊かな心を育む「木育エリア」

ボーネルンド

「あそびから未来をかえる」

をコンセプトに、子ども達の

好奇心を育み、健やかな成長

を導くため、世界中の魅力的

な遊具による『遊び場づくり』

のプロフェッショナル。

“木育”とは、子どもをはじ

めとするすべての人が「木

とふれあい、木に学び、木

と生きる」取組です。

乳幼児や小さなお子さんが

安全・安心に遊ぶことがで

き、ベビー・キッズエリア

は木の温もりであふれる木

育空間です。
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区　分 助成額

転入者

　 みどり野団地限定区画美園地区および、みどり野きた住まいるヴィレッジ区画 200 万円

　みどり野団地西町・緑町・東町地区 100 万円

　上記以外 50 万円

転入者

　 みどり野団地限定区画美園地区および、みどり野きた住まいるヴィレッジ区画 100 万円

　みどり野団地西町・緑町・東町地区 50 万円

　上記以外 25 万円

※みどり野団地とは、北海道住宅供給公社が保有する分譲宅地を指します。

※転入者とは町外から本町に転入後、１年以内に申請される方も含みます。
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■建物を建てるとき

　町内で住宅などの新築・増築・改築を行うときは、建築基準法の規定により、事前に建築確認申請が必要となります。

なお、準防火地域 ( おおよそ、まちの商店街地域 ) 以外で 10 ㎡以下の増改築を行う場合は、確認の手続きが省略さ

れることがありますが、その場合でも建築基準法やほかの法令などに適合していなければなりませんのでご注意く

ださい。

■建物を解体するとき

　建設工事にも「リサイクル」(再資源化 )が必要となります。住宅や建物の解体工事等は廃棄物を分別解体し、再

資源化することが義務化されています。工事の発注者も、下記の一定規模以上の工事については、工事着手の７日

前までに届出書など必要な手続きを行わなくてはなりませんのでご注意ください ( 自ら解体工事等を行う方も含み

ます )。

◇建築物の解体…80 ㎡　　◇建築物の新築・増築…500 ㎡　　◇建築物の修繕・リフォーム等…１億円

◇その他の工作物に関する工事…500 万円 (土木工事等 )

■地震に対する診断等

　過去の大きな震災では、昭和 56 年６月の建築基準法改正より前に建てられた木造住宅に、大きな被害が見られま

す。これは改正後に建てられた住宅に比べ、耐震性が低いことが原因です。改めて、ご自宅の耐震性を確認するために、

町が行う木造住宅を対象とした無料耐震診断などを受けましょう。

■問合せ　都市整備課都市施設グループ (☎３９８～７２２６)

町では、住宅の新築やリフォームなどの
住まいに関する相談窓口を開設しています
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南幌ニュータウンみどり野
先着順随時受付中 !!

紹介キャンペーン実施中！

　町内に居住している方が

宅地購入者をご紹介してい

ただいた場合に北海道住宅

供給公社より「３万円相当

の商品券」を贈呈します。

　　昨年度は助成に係る問合せが　　昨年度は助成に係る問合せが

過去最高件数となりました。今年度も問合過去最高件数となりました。今年度も問合

せが多く寄せられることが予想されますのせが多く寄せられることが予想されますの

で、助成事業の活用を検討されている方は、で、助成事業の活用を検討されている方は、

期間に余裕をもってご相談ください。期間に余裕をもってご相談ください。

南幌町子育て世代住宅
南幌町子育て世代住宅

　　　　建築費助成事業
　　　　建築費助成事業

　町では、子育て世代のマイホームづくりを応援するため、「南幌町子育て世代住宅建築費助成事業」

　町では、子育て世代のマイホームづくりを応援するため、「南幌町子育て世代住宅建築費助成事業」

を令和６年３月 31 日まで実施しています。助成額については下表のとおりです。

を令和６年３月 31 日まで実施しています。助成額については下表のとおりです。

▽ 対象者　中学生以下のお子さんがいる世帯または夫婦ともに年齢が 40 歳未満の世帯

▽ 対象者　中学生以下のお子さんがいる世帯または夫婦ともに年齢が 40 歳未満の世帯

▽ 対象住宅　自己の居住用の住宅で、台所・便所・浴室及び居室を有し、住宅部分の床面積が 50 ㎡以

▽ 対象住宅　自己の居住用の住宅で、台所・便所・浴室及び居室を有し、住宅部分の床面積が 50 ㎡以

上の新築住宅（別荘など一時的に使用するもの及び賃貸住宅は除きます）

上の新築住宅（別荘など一時的に使用するもの及び賃貸住宅は除きます）

このページのこのページの
詳細はこちらから！詳細はこちらから！
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災害時における支援物資の受入及び配送等に関する協定について

　佐川急便株式会社と町とにおいて、災

害時における支援物資の受入及び配送等

に関する協定締結式が３月１日に執り行

われました。

 南幌町内に災害が発生し支援物資の受

入や配送等が困難となった場合、佐川急

便が支援物資の管理及び避難所への配送

等の災害支援を行うことについて定めた

ものです。このことで、安定かつ効率的

な防災応急活動の実施が可能となり、住

民の安心と安全確保が図られることとな

ります。

◇意見を募集した計画

　（１）第６期総合計画・後期基本計画（素案）【計画期間：令和４年度～令和８年度】

　　　 《担当課：まちづくり課企画情報グループ》

　（２）都市計画マスタープラン（素案）【計画期間：令和４年度～令和 23 年度】

　　　 《担当課：都市整備課都市施設グループ》

　（３）第４期南幌町社会教育中期推進計画（素案）【計画期間：令和４年度～令和８年度】　　�

  （４）第２期子どもの読書活動推進計画（素案）【計画期間：令和４年度～令和８年度】

　　　 《担当課：生涯学習課社会教育グループ》

◇意見募集結果の公表　�全ての意見に町民等からの意見はありませんでした。意見募集時点の計画

(案 )を基本に、３月に策定を完了しました。

◇問合せ　（１）…まちづくり課企画情報グループ (☎３９８～７０１９)

　　　　　（２）…都市整備課都市施設グループ (☎３９８～７２２６)

　　　　　（３）・（４）…生涯学習課社旗教育グループ（ぽろろ内）（☎３７８～６６２０）

パブリックパブリックコメントの結果について

ＦＡＸ 郵送 電子メール 持参 合計

0件 0件 0件 0件 0件

　南幌町総合計画審議会（会長：山下義昭氏）は３月４日、第６期南幌町総合計画・後期基

本計画の審議結果をまとめ、大崎町長に答申しました。

　「誰もが笑顔で活躍できるまちづくり」を基本理念に、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大や少子高齢化による人口減少等への対応といった、社会情勢の変化や道央圏連絡道路、

中樹林道路の開通、北海道ボールパークＦビレッジの開業の建設など南幌町を取り巻く環境

の変化についても留意しながら審議を進めてきました。

　計画は、第６期総合計画の基本構想に基づいた後期基本計画の策定について、７月 16 日

に諮問を受け、関係団体や公募委員等でつくられる 11 人の委員が５回にわたり審議を行い

ました。

第６期南幌町総合計画・後期基本計画の審議結果を答申しました

新型コロナワクチン集団接種を実施しています

　接種を希望される方は、接種券に同封

の案内文を参考に、早めのご予約をおす

すめします。ご予約いただく際にすでに

予約枠が埋まっている可能性があります

のでご了承ください。

※�２回目接種完了から７ヶ月が経過して

も接種券が届かない場合は、下記まで

お問い合わせください。

◇接種実施日…�右記日程の９時 30 分～

11時、13時 30分～ 15時

◇問 合 せ…�保健福祉課健康子育てグ

ループ（あいくる内）

　　　　　　　（☎３７８～５８８８）

ジェイ・アール北海道バス西幌線から北の里線への一部経路変更について

　４月１日から、ジェイ・アール北海道バスの一部の便で、西幌経由から北の里経路に変更とな

りますのでお知らせします。経路変更に伴う便は下記のとおりです。

※�路線全体の便数に変更はありません。

　詳しくは、本誌の折込チラシ「令和４年４月１日改正路線バス時刻表」をご覧ください。

◇問合せ　まちづくり課企画情報グループ (☎３９８～７０１９)

平日…

北広島・大谷地方面行き
�ビューロー発 13：52

北の里経由に変更

（旧ダイヤでの西幌着 14：13 の便）

土日・祝日…

北広島・大谷地方面行き�
ビューロー発 16：00

北の里経由に変更

（旧ダイヤでの西幌着 16：21 の便）

平日…　

南幌方面行き
北 広 島 駅 発 14：47

北の里経由に変更

（旧ダイヤでの西幌着 14：59 の便）

➡
➡
➡

右：会　長　山下義昭氏
左：副会長　小松良樹氏　
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『春の全国交通安全運動』・『新入学（園）期の交通安全運動』が始まります！

●新入学（園）・新学期の季節となり児童・生徒の通学が始まります。

　児童・生徒の登下校時の交通事故防止のため、交通安全運動期間中に地域のみなさんや各種団体の

ご協力をいただき、登校時通学路での交通ルールとマナー指導、走行車両へのスピードダウンの呼び

かけを行い、交通安全に対する意識の高揚を図ります。

●登校時街頭指導・啓発

◇期　間　４月７日（木）～ 15 日（金）（土日を除く７日間）

◇時　間　登校時７時 20 分～８時 10 分 （夕張太地区７時～７時 30 分）

◇場　所　通学路主要交差点 10 箇所

●旗の波を行います

国道 337 号線（南 15 線）を往来する車両に対してスピードダウン・安全運転を呼び掛けます。

◇日　時　４月６日（水）８時 30 分～（30 分程度）

◇場　所　中央公園前（国道 337 号歩道）

◇問合せ　南幌町交通安全運動推進協議会事務局（住民課環境交通グループ）（☎３９８～７０４７）

年　度 令和４年度

特別児童扶養手当
１級 52,400 円

２級 34,900 円

令和４年度　特別児童扶養手当・特別障害者手当、障害児福祉手当について

● �2021 年全国消費者物価指数の実績値（対前年比で -0.2％）が公表され、月額については、以下の

とおりとなります。

◇�特別児童手当　20 歳未満で、精神または身体に一定の障がいがある児童を育てる父母または養育

者に支給されます。ただし、児童が児童福祉施設に入所している場合などは受給することができ

ません。（所得制限あり）

◇�対象　身体障害者手帳１級から４級までの一部、療育手帳Ａ判定及びＢ判定の一部、精神障害者

保健福祉手帳１級及び２級の一部に認定されている場合です。（所定の診断書の提出が必要）

◇�障害児福祉手当・特別障害者手当　在宅で精神または身体に重度の障がいがある方で、著しく重

度の障がい状況にあり日常生活において常時特別な介護を必要とする方に支給されます。（所得制

限あり）

◇�問合せ　保健福祉課福祉障がいグループ (あいくる内 )(☎３７８～５８８８)

年　度 令和４年度

特別障害者手当（20 歳以上） 27,300 円

障害児福祉手当（20 歳未満） 14,850 円

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
を
全
額
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成
し
ま
す
！

高
校
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ま
で
の
医
療
費
を
全
額
助
成
し
ま
す
！
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令和４年４月から下記表のとおりになります。

事　業　内　容 自　己　負　担　額

重度心身

障がい者

身障１級、２級及び３級の内部障害 〇高校生まで全額助成※１

〇それ以降の方

【所得制限適用】※２

医療費の１割負担又は初診

時一部負担金

重度知的障害者

（ＩＱおおむね 35 以下、身障者にあっては

おおむね 50 以下）

精神障害者保健福祉手帳１級（入院除く）

ひとり親家庭等 母子家庭又は父子家庭の子の入院・通院

〇高校生まで全額助成※１

〇 20 歳までの扶養されてい

る者【所得制限適用】※２

　医療費の１割負担又は初

診時一部負担金

乳幼児及び

児童生徒等
入院・通院

〇高校生まで全額助成

※１、※３

※１…18 歳到達後の年度末までの者とします

※２…�保護者の所得額が所得制限以下の場合に、医療費助成を受けることができます。

所得制限は所得税法上の扶養人数によって変動します

※３…�対象者が主たる生計を維持している者及び 48 万円を超える所得がある場合は

除きます

■問合せ…住民課国保医療グループ（☎３９８～７０３７）

広 告

　令和４年３月までは、中学生から高校生までの子どもの入院・通院に係る、自

己負担割合は１割となっていましたが、子どもたちの更なる成長を願い、４月より、

医療費全額助成の対象範囲を高校生まで拡大して運用します。

※ただし、健康保険が適用されない医療費（食事医療費、健康診断、予防接種等）

は従来通り対象外です。

応援観戦ツアーを実施します！

みんなで応援に行こう！

　町民を対象に「北海道日本ハムファイターズ応

援観戦ツアー」を実施します。本年、応援大使と

して上沢直之選手と上原健太選手が就任され、南

幌町のＰＲ等で活躍していただきます。町民を揚

げてファイターズを応援しましょう！！日程等の

詳細は本誌の折込チラシをご覧ください。

なんぽろ温泉ハ－ト＆ハ－ト

臨時休館のお知らせ

　４月 18 日（月）～ 19 日（火）の２日間、

なんぽろ温泉設備点検作業のため、全館休館

となります。通常営業は、４月 20 日（水）10

時からとなります。

※ 20 日は朝風呂営業はありません。

問合せ　なんぽろ温泉（☎３７８～１１２６）

北海道が『太陽光パネル・蓄電池』の

  共同購入 参加者募集中！

町では北海道との共催事業として太陽光パネル・
蓄電池の共同購入事業（みんなのおうちに太陽光）
の参加者を募集しています。おうちで過ごす時間が
増える今こそ、みなさんでお得に購入しませんか。
■問合せ　北海道 みんなのおうちに太陽光事務局 

　　　　　（☎０１２０～２１６～１００）
■受付時間   10 時～ 18 時
　　　　　（土・日・祝日を除く )
※詳細についてはこちらから

　まちづくり活動支援事業は、町民の皆さんが中心となって行う、地域の活性化や課題の解決、身近

な生活環境の改善など、多種多様な魅力あるまちづくりに取り組む活動に対して助成するものです。

■申請受付期間

　・１次募集：４月１日（金）～５月 13 日（金）

　・２次募集：７月１日（金）～８月 12 日（金）

　・３次募集：９月１日（木）～ 10 月 14 日（金）

　・４次募集：11 月１日（火）～ 12 月９日（金）

■問合せ　まちづくり課企画情報グループ

　　　　　（☎３９８～７０１９）

過去に補助金を活用した団体の活動報告が、

町ホームページに掲載されています。今後

の活用の参考にご覧ください。

※町ホームページ「まちづくり

　・住民参加」⇒「まちづくり

　活動支援事業」

あなたのチャレンジを応援します！～令和４年度まちづくり活動支援事業募集～
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住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の支給について

■「確認書」の返送（提出）には期限があります！

　２月下旬ごろ、この給付金の支給要件を満たすことが見込まれる令和３年度分の住民税均等割非

課税の世帯に「確認書」を送付しています。「確認書」が送付された方には、記載内容をご確認の上、

あいくるに返送（提出）をお願いします。発行日より３カ月以内に返送（提出）がなければ支給を

辞退したものと判断しますのでご注意ください

◇支給要件　次の全てを満たす世帯であること。

　①　基準日（令和３年 12 月 10 日）における住民登録がある世帯

　②　①の世帯に属する全ての世帯員が令和３年度住民税非課税であること

　③　世帯員の中に、「住民税が課税されている者に快養されていない者」が１人以上いること

■「家計急変世帯」に該当すると思われる方

　令和３年度分の住民税均等割が課税の世帯にあって、令和３年１月以降の所得等について新型コ

ロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、住民税非課税の世帯と同様の事情にあると認め

られる世帯の方は、申請書及び必要書類の提出が必要となりますので、まずは、あいくるにご連絡

ください。申請期限は、９月 30 日（金）までとします。

◇対象外となる世帯…�①住民税非課税世帯として給付を受けた世帯　

　　　　　　　　　 ②�基準日（令和３年 12 月 10 日）に同一住所において別世帯とする世帯の分

離をした場合のどちらか一方の世帯

◇問合せ…①あいくる保健福祉課福祉障がいグループ（あいくる内）（☎３７８～５８８８）

　　　　　②�内閣府コールセンター「令和３年度住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金

　　　　　　コールセンター」 　（☎０１２０～５２６～１４５）　９時～ 20 時まで

町ホームページ

消費生活相談室です 南空知消費生活相談室
（☎０１２３～７２～３５８１）

◆新生活を狙う！引っ越し直後の訪問販売トラブルに注意してください！

【独立行政法人国民生活センター事例より】

・��引っ越し当日に業者が換気扇フィルターの勧誘に訪れた。管理会社と関連があるかのような話で「居

住者はみんな契約している」と説明されたので仕方なく契約したが、後日管理会社に確認したら嘘

だった。

【注意事項】

・引っ越し直後は荷解きや手続きなどで忙しく、新しい生活に不慣れな時期でもあるため、いつもよ

り冷静な判断ができなくなりがちです。新生活が始まることの多い３、４月は特に注意しましょう。

・トラブルに遭わないために、その場ですぐに契約をせず、管理会社に確認しましょう。

・訪問販売で契約をしてしまった場合、クーリング・オフができます。

児童扶養手当について
　
　児童扶養手当は父母の離婚などで、父または母と生計を同じくしていない児童がいるひとり親家庭

の生活の安定と自立の促進に寄与し、児童の福祉の増進を図ることを目的として支給される手当です。

◇支給要件　�次のいずれかに該当する 18 歳に達する年度の３月 31 日までの児童（または 20 歳未満

の障がいのある児童）を監護し、生計を同じくしている父（母）、または父母にかわっ

て児童を養育している養育者に支給されます。

　　　　　　①　父母が婚姻を解消した児童　②　父（母）が一定程度の障がいの状態にある児童

　　　　　　③　父（母）が死亡した児童　　④　父（母）の生死が明らかでない児童

　　　　　　⑤�　�その他、父（母）から１年以上遺棄されている児童、父（母）が裁判所からのＤＶ　

保護命令を受けた児童、父（母）が１年以上拘禁されている児童、婚姻によらない

で生まれた児童など

　　　　　　※�支給要件に該当していても、児童が児童福祉施設などに入所している受給資格者及び

同居扶養義務者の所得が制限を超えているなど、手当が支給されない場合があります。

◇手当月額　下記表のとおり（４月から改定されています）

◇支 給 月　１月、３月、５月、７月、９月、11 月に、それぞれの前月分までの手当を支給します。

◇必要なもの　�申請には、受給資格者及び該当する児童の戸籍謄本（抄本）、その他必要書類があり

ますので、お問合せください。

◇問 合 せ　保健福祉課福祉障がいグループ（あいくる内）（☎３７８～５８８８）

児童手当について

　児童手当は次世代の社会を担う児童の発達や成長を応援するため、児童を養育している方に支給
される手当です。　
◇対象児童　０歳から中学校卒業まで（15 歳に達する年度の３月 31 日まで）の児童

◇支給月額　下記表のとおり

◇支 給 月　６月、10 月、２月に、それぞれの前月分までの手当を支給します。

◇注意事項　次の方は、申請手続きが必要です。

　　　　　　①　出生などで新たに養育する児童が増えた方　②　南幌町に転入した方

　　　　　　③　南幌町から転出する方

　　　　　　※公務員の方は勤務先に申請してください。

　　　　　　※�退職などにより公務員でなくなった場合は、異動日（退職日）の翌日から起算して

15 日以内に住所地の市町村への申請が必要です。

　　　　　　※申請が遅れると原則、遅れた月分の手当が受けられませんのでご注意ください。

◇問 合 せ　あいくる保健福祉課福祉障がいグループ（☎３７８～５８８８）

区　分 支給額

３歳未満 15,000 円（一律）

３歳以上～小学生（第１子、第２子） 10,000 円

〃　　　　　　　 （第３子以降） 15,000 円

中学生 10,000 円（一律）

特例給付（所得制限を超えた場合） 　5,000 円（一律）

区　　分 全部支給 一部支給

児童１人目 43,070 円 43,060 円～ 10,160 円

児童２人目　　（加算額） 10,170 円 10,160 円～ 5,090 円

児童３人目以降（加算額）  6,100 円 6,090 円～ 3,050 円

広 告 広 告 広 告
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令和３年度ボランティアポイントの交換と新しいポイント手帳交付について

　令和３年度分のポイント交換を次の通り実施します。

◇期　間　４月１日(金)～4月２８日(木)

◇場　所　南幌町社会福祉協議会窓口

◇必要なもの　令和３年度ボランティアポイント手帳

　※�転換品引換申請書（手帳の最後のページに必要事項

を記入し、必ず押印してください）

◇注意事項

①…�１年間で貯めたポイントが10ポイントに満たない場

合や50ポイント以上になった場合は、５ポイントま

で新しいポイント手帳に繰り越すことができます。

②…�団体の方は、代表の方がまとめて申請しても構いません。

③…�商品券と一緒に令和４年度のポイント手帳もお渡しします。お持ちの手帳は、必ず、新しいポイント

手帳に交換するようにしてください。令和４年４月からのボランティア活動は新しいポイント手帳に

押印してください。

◇問合せ　社会福祉協議会（あいくる内）（☎３７８～２０８８）

ビューロー調理室を利用してみませんか？

　軽食コーナーを利用して、「１日限定食堂を開催したい」、「調理したものの販売を行いたい」という方

はふるさと物産館ビューローで、下記の時間帯で利用することができます。

　また、野菜やパンの販売、ちょっとした小物の販売などに適したシェアショップスペース内での販売

等も可能ですので、ご興味のある方はぜひご相談ください。

◇軽食コーナー及び調理室利用可能日

①…毎週火曜日15時～20時 45分　②…毎週水曜日8時30分～20時 45分

　※��食品を取扱う場合は、食品衛生法に基づく許可証等の取得が必要となります。

　 （取得に関する経費は自己負担となります）

◇シェアショップスペース利用可能日

　下記までお問い合わせください。（基本的に毎日使用することが可能です）※年末年始等を除く

◇問合せ：産業振興課商工観光グループ　（☎３９８～７２０１）

固定資産課税台帳の閲覧等について

　令和４年度固定資産税に係る土地や家屋の評価額が記載された課税台帳の閲覧と縦覧帳簿の縦覧

を下記のとおり実施します。

　固定資産課税台帳に登録された事項の確認及び、自己資産と他の土地・家屋の評価額を比較する

ことができますので、希望される方は役場１階税務課へお越しください。

◇対 象 者 　固定資産税の納税義務者、またはその代理人

◇必要なもの　　身分証明書、代理人の場合は委任状

◇問 合 せ 　税務課課税グループ（☎３９８～７０７１）

固定資産課税台帳の閲覧

内　容　所有する土地、家屋、償却資産の評価額や税額が記載された課税台帳

期　間　４月１日（金）～

手数料　１件につき 400 円（５月 31 日（火）までは無料）

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧

内　容　町内の土地・家屋の評価額等が記載された縦覧簿

期　間　４月１日（金）～５月 31 日（火）

手数料　無料
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人口　7,379 人 (- ５) 世帯 3,470 戸 (- １)

男　　3,524 人 (- ４) 女　 3,855 人 (- １)

出生      3 人 (- １) 死亡　　9人 ( ０ )

転入　　 17 人 (- ９)転出　 13 人 (- ２)

　　　　　　　　　　※（　）内の数値は前月比
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穂

 
 

笹
川　

泰
子 

様　
　
　
　

稲
穂

 
 

山
下　

政
吉 

様　
　
　
　

11
区

▽�

免
除
期
間
　
出
産
予
定
月
ま
た
は
出
産

月
の
前
月
か
ら
出
産
月
の
翌
々
月
ま
で

の
４
カ
月
、
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
多
胎
の
場
合
は
、
出
産
予

定
月
ま
た
は
出
産
月
の
３
カ
月
前
か
ら

６
ヵ
月
間
と
な
り
ま
す
。
（
出
産
日
が

平
成
31
年
２
～
４
月
の
方
は
平
成
31
年

４
月
分
か
ら
免
除
）

※�

出
産
と
は
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）
以
上

の
出
産
を
い
い
ま
す
。
（
死
産
、
流
産
、

早
産
含
む
）

※�

産
前
産
後
期
間
と
し
て
免
除
さ
れ
た
期

間
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し

て
老
齢
基
礎
年
金
受
給
額
に
反
映
さ
れ

ま
す
。

▽�

対
象
者

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降

の
方　

▽�

届
出
時
期

　
出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前

か
ら

▽�
必
要
な
も
の

　

　

①�
母
子
健
康
手
帳(

出
産
前
に
届
出
す

る
場
合)

　

②�

基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の　

　

③�

出
生
証
明
書
等
の
出
産
日
や
親
子
関

お

し

ら

せ

住

民

手

帳

係
が
確
認
で
き
る
も
の
（
子
ど
も
と

別
世
帯
の
方
の
み
）

▽�

問
合
せ
　
住
民
課
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ

(

☎
３
９
８
～
７
０
２
２)

　

◇
会
社
を
退
職
し
た
場
合
、
健
康
保
険
の

手
続
き
は
２
通
り
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す

か
。
退
職
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
保
険

税
や
手
続
き
の
方
法
な
ど
お
気
軽
に
お
問

合
わ
せ
下
さ
い
。

●�

勤
務
先
の
健
康
保
険
に
継
続
し
て
加
入

す
る
場
合
（
任
意
継
続
制
度
）
…
保
険

料
は
標
準
報
酬
月
額(

給
料
額)

に
よ

り
決
定
。

●�

市
町
村
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場

合
…
保
険
税
は
前
年
度
の
所
得
、
加
入

人
数
等
に
よ
り
決
定

※
任
意
継
続
制
度
に
は
手
続
き
の
期
限
が

あ
り
ま
す
。（
全
国
健
康
保
険
協
会
の
場

合
は
退
職
後
20
日
以
内
）
期
限
を
過
ぎ
る

と
手
続
き
が
で
き
な
く
な
る
た
め
ご
注
意

下
さ
い
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
組
合
な

ど
任
意
継
続
制
度
の
な
い
健
康
保
険
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
勤
務
先
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
さ
れ
た

方
は
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◇
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
（
特
定

受
給
資
格
者
）
や
、
雇
い
止
め
な
ど
に
よ

産
前
産
後
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す

健
康
保
険
の
任
意
継
続
制

度

を

ご

存

じ

で

す

か
？
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�

②�

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
で

健
康
状
態
や
身
体
状
況
に
よ
り
日
常

生
活
に
不
安
が
あ
る
方

　

③�

65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
で
「
重
度
障

が
い
者
」
ま
た
は
「
要
介
護
３
以
上

の
認
定
者
」
に
該
当
す
る
方
が
い
る

世
帯

▽
利
用
料　

無
料　

※�

電
気
料
、
電
話
料
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
機
器

電
池
代
は
別
途
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※�

設
置
に
は
、
固
定
電
話
の
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電

話
回
線
」
ま
た
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
光
電
話
回

線
」
が
必
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

保
健
福
祉
課
高
齢
者
包
括
グ

ル
ー
プ(

あ
い
く
る
内)

（
☎
３
７
８
～

５
８
８
８
）

◇
認
知
症
高
齢
者
等
が
行
方
不
明
と
な
っ

た
場
合
の
早
期
発
見
・
安
全
確
保
を
す
る

と
と
も
に
ご
家
族
の
精
神
的
・
身
体
的
負

担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
認
知
症
高
齢

者
等
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
等

に
対
し
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
貸
与
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▽�

対
象
者　

認
知
症
高
齢
者
等
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
家
族
等

※�

認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

▽�

利
用
者
負
担
　
無
料　

※�

バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
等
や
端
末
修
理
費
は

原
則
、
申
請
者
負
担
と
な
り
ま
す
。　

※�

医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る
方
、
施
設

に
入
所
し
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

▽�

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
高
齢
者
包
括
グ

ル
ー
プ
（
あ
い
く
る
内
）(

☎
３
７
８

～
５
８
８
８)

◇
４
月
15
日
（
金
）
か
ら
５
月
31
日
（
火
）

ま
で
緑
の
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
国
や
道
の
緑
化
活
動
の
ほ

か
、
南
幌
町
内
の
花
壇
造
成
や
施
設
等
へ

の
植
樹
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
募
金
箱
は

各
施
設
等
に
設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
年

に
お
い
て
も
よ
り
良
い
環
境
緑
化
の
た
め

に
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽�

問
合
せ　

産
業
振
興
課
農
政
グ
ル
ー
プ

(

☎
３
９
８
～
７
１
５
１)

◇
な
ん
ぽ
ろ
温
泉
を
利
用
さ
れ
る
町
民
の

方
に
、
日
帰
り
温
泉
無
料
入
浴
券
を
交
付

し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
誌
に
折

込
さ
れ
て
い
る
「
な
ん
ぽ
ろ
温
泉
町
民
無

料
入
浴
券
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
役
場
２
階
産
業
振
興
課
商
工
観
光

グ
ル
ー
プ
窓
口
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

な
お
、
４
月
１
日
（
金
）
か
ら
５
日
（
火
）

の
期
間
は
役
場
１
階
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

（
職
員
玄
関
側
）
で
交
付
し
ま
す
。（
土
日

除
く
）

▽
交
付
に
つ
い
て

　

①�

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　

②�

小
学
生
以
上
の
方
を
対
象
に
１
人
１

枚
（
３
回
分
）
を
交
付
し
ま
す
。

　

③�

代
理
申
請
の
場
合
は
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

▽�

交
付
期
間
　
令
和
４
年
４
月
１
日
（
金
）

か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）
ま
で　

８
時
30
分
～
17
時

※
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

▽�

問
合
せ　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ

ル
ー
プ(

☎
３
９
８
～
７
２
０
１)

◇
家
庭
菜
園
を
通
じ
て
、
利
用
者
同
士
の

交
流
や
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
以
下
の
と
お
り
利
用

者
を
募
集
し
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象
　
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
で
町
内
に

在
住
す
る
非
農
家
の
方

�

▽�

場
所
　
夕
張
太
稲
穂
団
地
内
（
稲
穂
１

丁
目
１
ー
５
）

�

▽�

募
集
区
画
　
42
区
画
（
１
区
あ
た
り
画

30
㎡
程
度
）

▽�

料
金
　
１
㎡
当
た
り
100
円

▽�

申
込
　
４
月
１
日
（
金
）
～
４
月
15
日

（
金
）
ま
で
　
※
要
印
鑑

▽�

申
込
み
・
問
合
せ
　
産
業
振
興
課
農
政

グ
ル
ー
プ
（
☎
３
９
８
～
７
１
５
１
）

◇
生
活
習
慣
病
の
改
善
や
介
護
予
防
を
目

的
に
『
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
』
を
実

施
し
ま
す
。
膝
や
腰
が
悪
く
て
陸
上
で
の

運
動
が
困
難
な
方
で
も
、
水
中
で
の
歩
行

や
ス
ト
レ
ッ
チ
は
比
較
的
容
易
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

対
象
者　

概
ね
65
歳
以
上
の
町
民
の
方

※�

循
環
器
系
疾
患
、
そ
の
他
疾
患
や
怪
我

の
あ
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽�

場
所　

町
民
プ
ー
ル　

●
コ
ー
ス

①
…
ゆ
る
ら
く
ア
ク
ア
～
初
心
者
の
方
や

ゆ
っ
た
り
運
動
し
た
い
方
向
け

▽�

日
時

　
５
月
18
日
～
９
月
21
日
ま
で
の

水
曜
日
（
全
16
回
）
13
時
～
13
時
50
分

▽�

定
員　

８
名

②
い
き
い
き
ア
ク
ア
～
経
験
者
の
方
や
た

く
さ
ん
運
動
し
た
い
方
向
け

▽�

日
時
　
５
月
20
日
～
９
月
16
日
ま
で
の

金
曜
日
（
全
15
回
）
11
時
～
11
時
50
分

募

集

る
離
職
（
特
定
理
由
離
職
者
）
を
さ
れ
た

方
を
対
象
に
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

▽�

対
象
者　

①
離
職
日
現
在
65
歳
未
満
で
、
離
職
の
翌

日
か
ら
次
の
失
業
給
付
を
受
け
る
方

②
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
・
特
定

理
由
離
職
者
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

の
離
職
理
由
が
11
・
12
・
21
・
22
・
23
・

31
・
32
・
33
・
34
の
方
）

▽��

軽
減
額　

国
民
健
康
保
険
税
は
前
年
度

の
所
得
な
ど
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

�

前
年
度
の
給
与
所
得
を
100
分
の
30
と
み

な
し
て
算
定
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▽��

軽
減
期
間　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度

末
ま
で

▽��

必
要
な
も
の　

　

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　

②
被
保
険
者
証

　

③
個
人
番
号
カ
ー
ド

▽�

問
合
せ　

住
民
課
国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
９
８
～
７
０
３
７
）

◇
令
和
４
年
３
月
（
４
月
納
付
分
）
か
ら

健
康
保
険
料
率
は
10
、
39
％
（
マ
イ
ナ

ス
０
、
06
％
）、
介
護
保
険
料
率
は
１
、

64
％(

マ
イ
ナ
ス
０
、
16
％)

と
な
り
ま

す
。
加
入
者
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
医

療
費
適
正
化
等
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
合
せ　

全
国
健
康
保
険
協
会(

協
会

け
ん
ぽ)

北
海
道
支
部
（
☎
０
１
１
～

７
２
６
～
０
３
５
２
）

◇
町
で
は
、
ま
だ
抗
体
検
査
を
受
け
て
い

な
い
方
に
風
し
ん
の
抗
体
検
査
及
び
予
防

接
種
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付

し
ま
す
。
抗
体
検
査
を
受
け
て
、
抗
体
が

な
い
場
合
に
は
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
送

付
さ
れ
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽��

対
象
者　

昭
和
37
年
度
～
昭
和
53
年
度

生
ま
れ
の
男
性

▽��

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
健
康
子
育
て
グ

ル
ー
プ(

あ
い
く
る
内)(
☎
３
７
８

～
５
８
８
８)

◇
４
月
よ
り
、
乳
幼
児
健
診
で
お
こ
な
っ

て
い
る
フ
ッ
素
塗
布
が
無
料
で
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
定
期
的
な
フ
ッ
素

塗
布
を
行
う
こ
と
で
、
む
し
歯
予
防
効
果

が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
健
診
日
の

前
月
に
個
別
通
知
し
ま
す
。

▽��

対
象
者　

１
歳
６
カ
月
児
、
２
歳
児
、

２
歳
６
カ
月
児
、
３
歳
児

▽��

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
健
康
子
育
て
グ

ル
ー
プ(

あ
い
く
る
内)(

☎
３
７
８

～
５
８
８
８)

◇
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
ま
だ
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
に
対
し
、

肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
す
。
肺
炎
球
菌
に
感
染
す
る
と
、
気
管

支
炎
や
肺
炎
、
敗
血
症
な
ど
の
重
い
合
併

症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
接
種
さ
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▽��

対
象
者　

南
幌
町
の
住
民
で
、
次
の
①

か
②
に
該
当
し
、
今
ま
で
に
一
度
も
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
の

な
い
方

　

①�

…
４
月
２
日
～
令
和
５
年
４
月
１
日

ま
で
に
、
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80

歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
方

　

②�
…
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、

一
定
の
心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸

器
の
機
能
障
害
を
有
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
を
所
持
し
て
い
る
方

※�

対
象
者
に
は
４
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
を

郵
送
し
ま
す
。

▽�

接
種
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
（
金
）

～
令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

▽
接
種
医
療
機
関　

事
前
に
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
医
療
機
関
に
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①�

…
町
立
南
幌
病
院(

☎
３
７
８
～

２
１
１
１)

②�

…
み
ど
り
野
医
院
（
☎
３
７
８
～

２
６
４
８
）

▽
接
種
費
用
（
自
己
負
担
額
）　

４
千
円

※�

通
常
接
種
費
用
の
約
半
額
を
町
が
助
成

し
ま
す
。

※�

国
民
健
康
保
険
の
方
で
町
内
の
医
療
機

関
で
接
種
さ
れ
る
場
合
に
は
更
に
国
保

か
ら
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

▽�

そ
の
他　

町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
依
頼
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
く
る
」
に
て
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。（
印
鑑
が
必

要
で
す
。）

▽
問
合
せ　

保
健
福
祉
課
健
康
子
育
て
グ

ル
ー
プ(

あ
い
く
る
内)

（
☎
３
７
８
～

５
８
８
８
）

◇
高
齢
者
世
帯
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
緊
急
通
報
装
置
の
無
償
設
置
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▽�

対
象
者
　

　

①
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方　

緊

急

通

報

装

置

の

設

置

に

つ

い

て

Ｇ

Ｐ

Ｓ

機

器

の

無

償

貸

与

に

つ

い

て

緑

の

募

金

運

動

に

ご

協

力

下

さ

い
！

南

幌

温

泉

町

民

無

料

入

浴

券

の

交

付

に

つ

い

て

夕
張
太
ふ
れ
あ
い
農
園
の

借

受

者

を

募

集

し

ま

す

令

和

４

年

度

保

険

料

率

の

改

定

に

つ

い

て

フ

ッ

素

塗

布

が

無

料

に

な

り

ま

す
！

風
し
ん
抗
体
検
査
と
予
防
接
種

の
ク
ー
ポ
ン
を
送
付
し
ま
す

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け

て
い
な
い
高
齢
者
の
方
へ

シ
ニ
ア
向
け
『
水
中
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
』
の
お
知
ら
せ
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▽�����

入
居
申
込
受
付　

４
月
１
日(

金)

～

８
日
（
金
）
８
時
30
分
～
17
時

▽�

入
居
可
能
日　

５
月
中
旬
予
定

▽�

問
合
せ　

都
市
整
備
課
都
市
施
設
グ

ル
ー
プ(

☎
３
９
８
～
７
２
２
６)

▽�

道
営
住
宅
一
般
棟
平
屋
建
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
３
人
世
帯
用
）
…
２
戸
・
道
営
住
宅

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
平
屋
建
２
Ｄ
Ｋ　

（
単
身
世
帯
用
）
…
１
戸

▽�

入
居
資
格
　

　

①
住
宅
に
お
困
り
の
方　
　

　

②
低
所
得
者
の
方

　

③�

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
は
、
60
歳
以

上
の
単
身
世
帯
で
介
護
及
び
社
会
的

支
援
を
部
分
的
に
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
方　

　

④�

そ
の
他
、
所
得
制
限
等
入
居
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

▽�

入
居
申
込
受
付　

４
月
１
日
（
金
）
～

８
日
（
金
）
８
時
30
分
～
17
時

▽�

入
居
可
能
日　

５
月
中
旬
予
定(

一
般

棟)

・
６
月
上
旬
予
定(

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ

ジ
ン
グ)

▽�

問
合
せ　

都
市
整
備
課
都
市
施
設
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
９
８
～
７
２
２
６
）

▽�

町
営
元
町
４
丁
目
団
地
２
階
建
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ(

２
階)

…
１
戸

▽���

入
居
資
格　

　

①�

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
の
内
、
中
学
校
等
を
卒

業
す
る
年
ま
で
の
子
が
い
る
世
帯
。

　

②�

住
宅
に
お
困
り
の
方　
　

　

③
低
所
得
者
の
方

　

④�

町
内
に
居
住
若
し
く
は
町
内
に
勤
務
さ

れ
て
い
る
方
（
町
外
の
方
は
要
相
談
）　

　

⑤�

そ
の
他
、
所
得
制
限
等
入
居
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

▽�

入
居
申
込
受
付　

４
月
１
日(

金)

～

８
日(

金)

８
時
30
分
～
17
時

▽�

入
居
可
能
日　

５
月
中
旬
予
定

▽�

問
合
せ　

都
市
整
備
課
都
市
施
設
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
９
８
～
７
２
２
６
）

◇
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
の
審

査
は
、
演
舞
を
見
て
感
じ
た
「
感
動
」
が

審
査
基
準
の
た
め
、
特
別
な
技
術
や
知
識

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
審
査

員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽�

日
時　

６
月
11
日(

土)　

９
時
30
分

～
19
時
・
12
日(

日)　

９
時
30
分
～

22
時
の
中
で
３
～
４
時
間

▽�

場
所　

札
幌
市
中
央
区
大
通
公
園
周
辺

▽�

内
容　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
に
お
け
る
演
舞
の
審
査

▽�

定
員　

110
人
程
度(

抽
選)

▽�

申
込　

４
月
１
日(

金)

～
30
日(

土)　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か

ら
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
の
い
ず
れ
か
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
込
・
問
合
せ　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行
委
員
会　

（
☎

０
１
１
～
２
３
１
～
４
３
５
１
）

　

�

住
所
…
〒
０
６
０-

０
０
０
１　

札
幌

市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁
目　

北
海
道

経
済
セ
ン
タ
ー
４
階

▽�

受
付
期
間　

４
月
４
日
（
月
）
か
ら
15

日
（
金
）
ま
で

▽
受
検
資
格
　

●�

１
級　

７
年
以
上
ま
た
は
、
２
級
取
得

後
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

●�

単
一
等
級　

３
年
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
方

●�

２
級　

２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す

る
方
、
ま
た
は
３
級
取
得
者

●�

３
級　

検
定
職
種
従
事
者
、
ま
た
は
該

当
す
る
科
目
で
職
業
訓
練
校
・
高
等
学

校
・
短
期
大
学
・
大
学
・
各
種
（
専
修
）

学
校
（
厚
生
労
働
大
臣
指
定
に
限
る
）

の
在
校
生
を
含
む

▽
実
施
職
種　

造
園
、
と
び
、
建
築
板
金
、

建
築
塗
装
、
左
官
な
ど

▽
そ
の
他　

経
験
年
数
の
短
縮
、
免
除
及

び
実
施
職
種
、
受
検
手
数
料
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

地
元
技
能
協
会
ま
た
は
空
知

地
方
技
能
訓
練
協
会
（
☎
０
１
２
５
～

２
４
～
１
８
８
０
）

▽
定
員
　
12
名

☆
共
通
事
項

▽�

申
込
方
法　

４
月
28
日
ま
で
に
あ
い
く

る
窓
口
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽�

持
ち
物　

水
着
、
水
泳
帽
、
バ
ス
タ
オ

ル
、
水
筒

▽�

そ
の
他　

感
染
症
予
防
対
策
の
た
め
、

施
設
利
用
や
参
加
に
関
わ
る
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▽�

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
高
齢
者
包
括
グ

ル
ー
プ(

あ
い
く
る
内)

（
☎
３
７
８

～
５
８
８
８
）

◇
介
護
予
防
事
業
『
快
足
シ
ャ
キ
ッ
と
倶

楽
部
』
は
、
あ
い
く
る
と
夕
張
太
ふ
れ
あ

い
館
で
、
運
動
指
導
員
の
指
導
の
も
と
軽

体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

運
動
不
足
解
消
の
た
め
に
も
是
非
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

※�

感
染
症
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
は
着
用
し

た
ま
ま
運
動
し
ま
す
。
ま
た
、
換
気
や

手
指
の
消
毒
を
行
い
ま
す
。

▽�

対
象
者　

概
ね
65
歳
以
上
の
町
民
の
方

▽�

日
時　

　

①
あ
い
く
る
…
火
・
金
曜
日　

　

②
夕
張
太
ふ
れ
あ
い
館
…
木
曜
日

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

▽�

持
ち
物　

水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み

物
、
運
動
靴

▽�

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
高
齢
者
包
括
グ

ル
ー
プ(

あ
い
く
る
内)

（
☎
３
７
８

～
５
８
８
８

●��

令
和
４
年
度
第
１
回
一
般
曹
候
補
生

（
男
女
）
採
用
試
験

▽�

受
付　

５
月
10
日(

火)

ま
で

▽��

試
験
日　

５
月
20
日
（
金
）
～ 

22
日

(

日)

い
ず
れ
か
１
日

▽�

年
齢　

18
歳
以
上
～
33
未
満

※�

現
在
、
32
歳
の
方
は
生
年
月
日
に
よ
り

応
募
の
可
否
が
変
わ
り
ま
す
。

●��

令
和
４
年
度
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

採
用
試
験

▽�

受
付　

５
月
20
日(

金)

ま
で

▽��

試
験
日　

①�

男
子
…
５
月
27
日（
金
）
～ 

28
日(

土
）

い
ず
れ
か
１
日

②�

女
子
…
５
月
28
日（
土
）
～ 

29
日(

日)

い
ず
れ
か
１
日

▽�

年
齢　

18
歳
以
上
～
33
未
満

※�

現
在
、
32
歳
の
方
は
生
年
月
日
に
よ
り

応
募
の
可
否
が
変
わ
り
ま
す

●��

令
和
４
年
度
一
般
幹
部
候
補
生（
男
女
）

●�

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
（
男
女
）

採
用
試
験

▽�

受
付　

４
月
14
日(

木)

ま
で

▽��

試
験
日　

４
月
23
日
（
土
）
～ 

24
日

(

日)

▽�

年
齢　

大
卒
程
度
試
験
22
歳
以
上
26
歳

未
満
、
院
卒
者
試
験
20
歳
以
上
28
歳
未
満

※�

大
卒
程
度
試
験
及
び
院
卒
者
試
験
は
併

願
可
能
で
す
。

●��

自
衛
官
採
用
試
験
等
の
説
明

▽
会
場　

自
衛
隊
恵
庭
地
域
事
務
所

▽
内
容　

自
衛
隊
の
仕
事
や
魅
力
、
待
遇
等　

▽�

時
期　

年
中
無
休
（
土
日
は
事
前
に
連

絡
が
必
要
で
す
。）

●�

問
合
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部　

恵
庭
地
域
事
務
所
（
恵
庭
市
住
吉
町
２

丁
目
３-

21
Ｈ
Ｔ
Ａ
ビ
ル
３
Ｆ
）(

☎

０
１
２
３
～
３
４
～
５
４
３
８)

　

９
時
～
17
時
ま
で

▽�

町
営
栄
町
団
地
３
階
建
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
…　
　
　
　

１
戸
（
給
湯
設
備
無
）・
町
営
栄
町
団

地
３
階
建
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
…
３
戸(

給
湯
設

備
有)

・ 

町
営
夕
張
太
団
地
３
階
建
３

Ｌ
Ｄ
Ｋ
…
１
戸
（
給
湯
設
備
有
）

▽�

入
居
資
格　

　

①
住
宅
に
お
困
り
の
方　
　

　

②
低
所
得
者
の
方　

　

③�

そ
の
他
、
所
得
制
限
等
入
居
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

町

営

住

宅

(

栄

町
・

元

町
・

夕

張

太

)

道

営

住

宅

(

柳

陽

団

地

)

町

営

子

育

て

支

援

住

宅

(

元

町

)

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

市
民
審
査
員
の
募
集
に
つ
い
て

令

和

４

年

度

前

期

技

能

検

定

受

検

者

募

集

に

つ

い

て

『

快

足

シ

ャ

キ

ッ

と

倶

楽

部

』

の

お

知

ら

せ

自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

水中ウォーキングの様子

快足シャキッと倶楽部ふれあい館の様子
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寒さなんてへっちゃら！　～南幌みどり野幼稚園～

令
和
４
年
２
月
17
日(

木)

令
和
４
年
２
月
17
日(

木)

北海道善行賞（交通安全実践者）を受賞　～吉田義哉さん（青葉）～

全国老人福祉施設研究会議でダブル受賞　～南幌みどり苑～

　特別養護老人ホーム南幌みどり苑が全国老

人福祉施設研究会議に参加し研究発表をしま

した。この研究会議は全国の老人福祉施設が、

各々の施設での研究成果を発表するものです。

全国よりおよそ 70 施設の参加があり、６つの

分科会に分かれ研究発表がありました。南幌

みどり苑では第三分科会で島由樹さんが最優

秀賞受賞、第一分科会で苫米地拓也さんが全

体の 2 位にあたる奨励賞を受賞されました。

令
和
４
年
２
月
28
日(

月)

　南幌町交通安全指導員の吉田義哉さんが、

交通安全活動に対する北海道善行賞（交通安

全実践者）を受賞され、北海道知事による表

彰状が大崎町長より贈呈されました。交通安

全のために尽力され交通事故防止と交通安全

指導に取組んだ功績が認められ、今回の受賞

となりました。

苫米地拓也さん 島  由樹さん

　南幌小学校新入学児童 53 名の安全な登下校

を願い、南幌ライオンズクラブが南幌小学校

へ防犯ブザーを寄贈し、新入学児童全員に配

布されました。防犯ブザーは児童生徒が身に

危険を感じたときなど万一の際に、恐怖で声

が出なかった場合に大きな音で危険を周囲に

知らせてくれます。正常に作動するか、音が

小さくないかなど定期的に確認し、万一に備

え、元気に通学しましょう。

「命と性」について学びました　～南幌中学校～

令
和
４
年
３
月
７
日(

月)

令
和
４
年
３
月
12
日(

土)

令
和
４
年
３
月
17
日(

木)

多くの方で賑わいました　～南幌の食品物産展＆多良木町物産展～

通学中の危険に備えて　～南幌ライオンズクラブ～

「わが村は美しくー北海道」運動の優秀賞を受賞　～農猿～

　札幌開発建設部主催の、「わが村は美しくー

北海道」運動第 10 回コンクールで、町内で活

動する若手農業者団体「農猿」が優秀賞に選

ばれました。このコンクールは、町の魅力を

発信し、地域づくりに貢献した活動した団体

に対して表彰するもので、農猿はこれまで農

業体験型イベント「野祭」を中心に、本町産

農産物のブランド力向上や食育の取組が評価

され、今回の受賞となりました。

　南幌の食品物産展と多良木

町物産展がビューローで開か

れ、両町の魅力発信として、お

いしい特産品が数多く販売さ

れました。焼酎ケーキなど今

回初めて販売された商品など

があり、多くの来場者で賑わ

いました。

令
和
４
年
３
月
23
日(

水)

　ひだまり助産院の佐藤助産師による、パー

トナーとの付き合い方や望まない妊娠につい

て、性感染症について、動画を交えながらの

講義が南幌中学校の３年生を対象に行われま

した。

　命と性についての知識を持つことで、今後

の人生で最善の道を選んでほしい、幸せをつ

かんでほしいという温かいメッセージが送ら

れました。 　認定こども園南幌みど

り野幼稚園で、雪中運動

会が行われ、寒さを感じ

させない園児たちの元気

な姿が見られました。
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問申

￥定

問申

￥定

申

内

￥

内

町民プール　５月からシーズンイン！町民プール　５月からシーズンイン！
回数券・シーズン券あります回数券・シーズン券あります

　　５月 1日（日）～ 10 月下旬　10 時～ 20 時　　５月 1日（日）～ 10 月下旬　10 時～ 20 時

　　スポーツセンター　　スポーツセンター

　　休館日：毎月第 1月曜日　　休館日：毎月第 1月曜日

※天候や室温等の状況、水泳教室や学校の授業等で利用でき※天候や室温等の状況、水泳教室や学校の授業等で利用でき
ない場合がありますので、事前に予定表等でご確認ください。ない場合がありますので、事前に予定表等でご確認ください。

フィットネス教室フィットネス教室
◇　チューブストレッチ＆ヨガ　毎週月曜日　14:00 ～ 14:45◇　チューブストレッチ＆ヨガ　毎週月曜日　14:00 ～ 14:45

◆　◆　エアロ＆ストレッチエアロ＆ストレッチ　毎週月曜日　19:20 ～ 20:30　毎週月曜日　19:20 ～ 20:30

◇　ソフトエアロ＆ストレッチ　毎週水曜日　10:00 ～ 11:10◇　ソフトエアロ＆ストレッチ　毎週水曜日　10:00 ～ 11:10

　不要　　　不要　　　スポーツセンター　スポーツセンター

さわやかカレッジさわやかカレッジ
月１回程度　　　60 歳以上の方　　　自治会費＋傷害保険料月１回程度　　　60 歳以上の方　　　自治会費＋傷害保険料

現在、50 名近くの方に参加いただいております。生活にかかるお話や趣味などを広げる現在、50 名近くの方に参加いただいております。生活にかかるお話や趣味などを広げる

レクリエーション等を行っています。レクリエーション等を行っています。

生涯学習センターぽろろ生涯学習センターぽろろ

ふるさと南幌みらい塾ふるさと南幌みらい塾
月１回程度（各事業ごと広報誌やポスターなどで周知します。）月１回程度（各事業ごと広報誌やポスターなどで周知します。）

「新しいことにチャレンジしたい」「知識の幅を広げたい」「たくさんの人と交流したい」など「新しいことにチャレンジしたい」「知識の幅を広げたい」「たくさんの人と交流したい」など

新たな生きがい探しをお手伝いします。新たな生きがい探しをお手伝いします。

生涯学習センターぽろろ生涯学習センターぽろろ

アクアエクササイズアクアエクササイズ
５月 19 日（木）～　毎週木曜日　19:00 ～ 20:00　　　20 名　　　傷害保険料５月 19 日（木）～　毎週木曜日　19:00 ～ 20:00　　　20 名　　　傷害保険料

４月 12 日（火）～　　　高校生以上　　　スポーツセンター４月 12 日（火）～　　　高校生以上　　　スポーツセンター

すくすく広場すくすく広場
不定期開催（各行事ごとに広報誌やポスターなどで周知します。）不定期開催（各行事ごとに広報誌やポスターなどで周知します。）

生後６ヵ月～就学前の親子　　　無料（参加費を頂く場合もあります。）　　　随時受付　　　生後６ヵ月～就学前の親子　　　無料（参加費を頂く場合もあります。）　　　随時受付　　　

生涯学習センターぽろろ生涯学習センターぽろろ

スイミングスクール【前期】スイミングスクール【前期】
５月 17 日（火）～７月 12 日（火）　毎週火曜日　19:00 ～ 20:00　　　15 名　　傷害保険料５月 17 日（火）～７月 12 日（火）　毎週火曜日　19:00 ～ 20:00　　　15 名　　傷害保険料

４月 12 日（火）～４月 18 日（月）　　　高校生以上　　　スポーツセンター４月 12 日（火）～４月 18 日（月）　　　高校生以上　　　スポーツセンター

生きがいづくりにはコチラの事業生きがいづくりにはコチラの事業

日

日

日

日

対

対

￥ 申

問

問

問

問

日

日

問

他

対

対

各事業ともスポーツ安全保険（傷害保険）に各事業ともスポーツ安全保険（傷害保険）に

ご加入いただけます！ご加入いただけます！

小中学生 800 円　64 歳以下 1,850 円　65 歳以上 1,200 円小中学生 800 円　64 歳以下 1,850 円　65 歳以上 1,200 円

教育委員会では、子どもから大人までを教育委員会では、子どもから大人までを

対象とした各種の社会教育事業を実施して対象とした各種の社会教育事業を実施して

いますので、ぜひご参加ください。いますので、ぜひご参加ください。

一緒に一緒に学学び、一緒にび、一緒に笑笑おう！おう！

ああそびの達人教室そびの達人教室

５月 10 日（火）～　毎週火曜日 （放課後 ～ 16:30）　　　南幌小学校５月 10 日（火）～　毎週火曜日 （放課後 ～ 16:30）　　　南幌小学校

小学１～６年生　　　傷害保険料　　　４月 11 日（月）～ ぽろろ小学１～６年生　　　傷害保険料　　　４月 11 日（月）～ ぽろろ

学童保育に通う児童もご参加いただけます。（要申込）学童保育に通う児童もご参加いただけます。（要申込）

生涯学習センターぽろろ生涯学習センターぽろろ

日

対 ￥

所

申

他

問

ジジュニアアスリートクラブュニアアスリートクラブ

５月 18 日（水）～　毎週水曜日５月 18 日（水）～　毎週水曜日

15:00 ～ 16:00　　　20 名15:00 ～ 16:00　　　20 名

５月 19 日（木）～　毎週木曜日５月 19 日（木）～　毎週木曜日

16:00 ～ 17:00　　　20 名16:00 ～ 17:00　　　20 名

傷害保険料　　　４月 12 日（火）～ 18 日（月）　　　スポーツセンター傷害保険料　　　４月 12 日（火）～ 18 日（月）　　　スポーツセンター

低学年コース＜１～２年生＞低学年コース＜１～２年生＞ 高学年コース＜３～４年生＞高学年コース＜３～４年生＞

日

定

日

定

￥ 申 問

ススイミングスクール【前期】イミングスクール【前期】

５月 20 日（金）～６月 24 日（金）５月 20 日（金）～６月 24 日（金）

毎週金曜日　16:00 ～ 17:00毎週金曜日　16:00 ～ 17:00

15 名15 名

５月 17 日（火）～６月 28 日（火）５月 17 日（火）～６月 28 日（火）

毎週火曜日　16:00 ～ 17:00毎週火曜日　16:00 ～ 17:00

15 名15 名

傷害保険料　　　４月 12 日（火）～ 18 日（月）　　　スポーツセンター傷害保険料　　　４月 12 日（火）～ 18 日（月）　　　スポーツセンター

低学年コース＜１～２年生＞低学年コース＜１～２年生＞ 高学年コース＜３年生以上＞高学年コース＜３年生以上＞

日 日

定 定

￥ 申 問

トップアスリートを夢見る子の応援プロジェクトトップアスリートを夢見る子の応援プロジェクト

子どもが、真ん中！　放課後の居場所づくり子どもが、真ん中！　放課後の居場所づくり

個人のレベルに合わせた指導！個人のレベルに合わせた指導！

　≪お問い合わせ≫

■生涯学習センターぽろろ　３７８－６６２０

■スポーツセンター　　　　３７８－３１９０

教育委員会主催事業は新型コロナの感染状況により

中止となる場合があります。
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ス ポ ー ツ 少 年 団ス ポ ー ツ 少 年 団

火～金 17:00 ～ 19:00　火～金 17:00 ～ 19:00　土・日 9:00 ～ 12:00土・日 9:00 ～ 12:00

ぽろろ野球場　　　小学生ぽろろ野球場　　　小学生

①☎①☎ 090-8903-0108（岩本）　②090-8903-0108（岩本）　②☎☎ 090-8272-3777（三浦）090-8272-3777（三浦）

見学は随時受付中です。見学は随時受付中です。

野球少年団野球少年団
挨拶・努力・感謝から人間力を育もう挨拶・努力・感謝から人間力を育もう
日

所 対

問

他

サッカー少年団サッカー少年団
サッカーは人間を練り、人間を作るサッカーは人間を練り、人間を作る

月・木・金　16:30 ～ 18:30月・木・金　16:30 ～ 18:30

南幌小学校グラウンド　　　小学生　　　南幌小学校グラウンド　　　小学生　　　☎☎ 090-3893-9873（竹山）090-3893-9873（竹山）

男女問わず入団可能です。男女問わず入団可能です。

日

所 対

他

問

空手少年団空手少年団
考える力を×しない、個性を伸ばす考える力を×しない、個性を伸ばす

火・木　18:30 ～ 20:30火・木　18:30 ～ 20:30

スポーツセンター　　　小・中学生　　　スポーツセンター　　　小・中学生　　　☎☎ 080-5587-3017（神埜）080-5587-3017（神埜）

【礼に始まり、礼に終わる】小中一貫指導。男女問わず入団可能です。【礼に始まり、礼に終わる】小中一貫指導。男女問わず入団可能です。

対

他

日

問所

火・木・金　17:00 ～ 19:00火・木・金　17:00 ～ 19:00

スポーツセンター　　　小・中学生スポーツセンター　　　小・中学生

①☎①☎ 090-8705-4886（近江）　②090-8705-4886（近江）　②☎☎ 090-6873-9120（竹居田）090-6873-9120（竹居田）

小中一貫指導。男女問わず入団可能です。小中一貫指導。男女問わず入団可能です。

バレーボール少年団バレーボール少年団
日々の練習が心身を鍛える日々の練習が心身を鍛える

対

他

日

問

所

火・水・木　17:00 ～ 19:00火・水・木　17:00 ～ 19:00

火 :南幌小学校 or ぽろろ　　水・木：スポーツセンター　火 :南幌小学校 or ぽろろ　　水・木：スポーツセンター　

小学生　　　小学生　　　☎☎ 090-9758-3162（富木）090-9758-3162（富木）

男女問わず入団可能です。男女問わず入団可能です。

【明るく、楽しく、元気よく】目標をしっかり持って活動しています。【明るく、楽しく、元気よく】目標をしっかり持って活動しています。

バドミントン少年団バドミントン少年団
活動を通じて、人間力や社会性を育もう！活動を通じて、人間力や社会性を育もう！

対

他

日

問

所

月・水 16:45 ～ 20:00　金 16:45 ～ 19:00月・水 16:45 ～ 20:00　金 16:45 ～ 19:00

南幌小学校　　　小学生　　　南幌小学校　　　小学生　　　☎☎ 090-2876-9488（佐藤）090-2876-9488（佐藤）

体験入団・見学は随時受付中です。体験入団・見学は随時受付中です。

【走る、投げる、飛ぶ】のバランスのとれたスポーツです。【走る、投げる、飛ぶ】のバランスのとれたスポーツです。

ミニバスケットボール少年団ミニバスケットボール少年団
先生…バスケがしたいです…先生…バスケがしたいです…

所 対

他

問

日

小学生　火・木　17:00 ～ 19:00　　中学生　火～金　17:00 ～ 19:30小学生　火・木　17:00 ～ 19:00　　中学生　火～金　17:00 ～ 19:30

スポーツセンター　　　小・中学生スポーツセンター　　　小・中学生

①①☎☎ 090-7059-4747（浅野）　②090-7059-4747（浅野）　②☎☎ 090-5705-2376（小野島）090-5705-2376（小野島）

小中一貫指導で行っています。小中一貫指導で行っています。

柔道クラブ柔道クラブ
武士道精神で人間力を育成武士道精神で人間力を育成

所 対

他

問

日

剣道少年団剣道少年団
「心・技・体」「自立心」の達成「心・技・体」「自立心」の達成

火曜日　17:00 ～ 18:30　　金曜日　17:00 ～ 19:00火曜日　17:00 ～ 18:30　　金曜日　17:00 ～ 19:00

スポーツセンター　　　小・中学生　　　スポーツセンター　　　小・中学生　　　☎☎ 080-6075-1729（金本）080-6075-1729（金本）

小中一貫指導。男女問わず入団可能です。小中一貫指導。男女問わず入団可能です。

所 対

他

問

日

どの少年団に入ろうかお困りのみなさまへどの少年団に入ろうかお困りのみなさまへ

スポーツ少年団フェスティバルスポーツ少年団フェスティバル
　　全スポーツ少年団が集まり、体験会を開催します。スポーツ少年団への加入全スポーツ少年団が集まり、体験会を開催します。スポーツ少年団への加入

を考えている子、自分に向いているスポーツは何か悩んでいる子…を考えている子、自分に向いているスポーツは何か悩んでいる子…

　まずは会場に来て体験してみよう！　まずは会場に来て体験してみよう！

４月 16 日（土）体験会：10:00 ～ 12:00（受付９時 30 分から）４月 16 日（土）体験会：10:00 ～ 12:00（受付９時 30 分から）

スポーツセンター・改善センター（受付はスポーツセンター）スポーツセンター・改善センター（受付はスポーツセンター）

小学生・就学前の幼児小学生・就学前の幼児

各スポーツの体験会各スポーツの体験会

上靴、動きやすい服装上靴、動きやすい服装

無料無料

事前の申込みはありません事前の申込みはありません

運動適正テストは別日に開催予定です運動適正テストは別日に開催予定です

スポーツ少年団本部スポーツ少年団本部　　☎☎ 378 － 3190（スポーツセンター）378 － 3190（スポーツセンター）

日

所

対

内

持

￥

申

他

問

団 員 募 集団 員 募 集
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給食 pick　up!

３月９日の給食は中学３年生にとって最後の給食となり

ました。献立で人気の「クリスピーチキン」、そして卒業

のお祝いで「いちごデザート」がつきました。これから

も毎日の食事に感謝の気持ちをこめて「いただきます」、

「ごちそうさま」のあいさつを行い、規則正しい食生活で

健やかに成長していくことを心から願っています。

●　わかめごはん
●　白菜と油揚げの味噌汁
●　クリスピーチキン
●　豚肉と切干大根の炒め煮
●　いちごデザート
●　牛乳

３月の
こんだてから

日

所

＝
日
時

＝
場
所

講

内

＝
講
師

＝
内
容

定

＝
定
員

対

＝
対
象

￥

持

＝
費
用

＝
持
ち
物

申

他

＝
申
込
み

＝
そ
の
他

問

＝
お
問
合
わ
せ

田中家三人展田中家三人展

４月２日（土）～４月２７日（水）４月２日（土）～４月２７日（水）

ぽろろ１階ロビーぽろろ１階ロビー

田中家の親子３人が創作した作品を展示します。田中家の親子３人が創作した作品を展示します。

絵画、書道、切り絵、川柳、写真等絵画、書道、切り絵、川柳、写真等

内

所

日

第３回定例教育委員会　開催結果 ３月 18 日 (金)

◇第１回議会定例会一般質問について

◇令和３年度一般会計補正予算（第９号）について

◇令和３年度南空知５町教育支援委員会判定結果について

◇令和４年度小中学校就学予定児童生徒数について

◇令和４年度学校教職員人事異動について

◆第４期南幌町社会教育中期推進計画について

◆第２期南幌町子どもの読書活動推進計画について

◆南幌町立学校職員服務規程の一部を改正する規程制定について

◆南幌町英語検定料等補助金交付要綱の制定について

◆南幌町地域学校協働本部設置要綱の制定について

◆南幌町子ども文化・スポーツ全道大会等補助金交付要綱の制定について

◆南幌町学校運営協議会委員の委嘱について

◆南幌町いじめ問題専門委員会委員の委嘱について

◆南幌町学校給食運営協議会委員の委嘱について

◆南幌町社会教育審議会委員の委嘱について

◆南幌町地域学校協働本部推進員及び地域コーディネーターの委嘱について

◆南幌町招致外国青年任用規則の一部を改正する規則制定について

報告及び提案し、承認されました。

第４期南幌町社会教育中期推進計画第４期南幌町社会教育中期推進計画
第２期南幌町子どもの読書活動推進計画第２期南幌町子どもの読書活動推進計画

　　第４期南幌町社会教育中期推進計画と第２期南幌町子ども第４期南幌町社会教育中期推進計画と第２期南幌町子ども
の読書活動推進計画を新たに策定しました。の読書活動推進計画を新たに策定しました。
　計画期間は以下のとおりとなります。　計画期間は以下のとおりとなります。

      計画期間　計画期間　令和４年度～令和８年度（５年間）令和４年度～令和８年度（５年間）

     詳しい計画内容はホームページにて 詳しい計画内容はホームページにて

ご確認いただけます。ご確認いただけます。

策定しました策定しました

問

他

内

所

日

あそびの達人教室　生涯学習サポーター募集あそびの達人教室　生涯学習サポーター募集
　　あそびの達人教室では運営をお手伝いいただく、生涯学習サポーターを募集しています。　　あそびの達人教室では運営をお手伝いいただく、生涯学習サポーターを募集しています。

　「この時間だったら…、この時期だったら…」など、ご都合に合わせた協力でかまいません。　「この時間だったら…、この時期だったら…」など、ご都合に合わせた協力でかまいません。

　詳細内容については以下のとおりとなります。　詳細内容については以下のとおりとなります。

令和４年５月～令和５年２月まで（毎週火曜日）　　放課後（14:30 ～ 16:30令和４年５月～令和５年２月まで（毎週火曜日）　　放課後（14:30 ～ 16:30※※））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※日課により前後することがあります。日課により前後することがあります。

南幌小学校南幌小学校

子どもたちへの見守り活動や運営のお手伝い子どもたちへの見守り活動や運営のお手伝い

活動実績に対して、年度末に報酬をお支払いいたします。活動実績に対して、年度末に報酬をお支払いいたします。

生涯学習センター ぽろろ生涯学習センター ぽろろ

ぽろろ郷土資料室リニューアルぽろろ郷土資料室リニューアル
町内の公立小学校の移り変わりがわかる「南幌町町内の公立小学校の移り変わりがわかる「南幌町

の公立小学校のあゆみ」をリニューアルしました。の公立小学校のあゆみ」をリニューアルしました。

開館日　火～日　10:00 ～ 17:00開館日　火～日　10:00 ～ 17:00

（月曜日は休館日）（月曜日は休館日）

�■昭和の日特集
４月29日は「昭和の日」
■桜の小説

一般図書
プ
チ
特
集
コ
ー
ナ
ー

児童図書
■発明特集
４月18日は「発明の日」
■恐竜の絵本
４月17日は「恐竜の日」

ヘア特集
1872 年４月５日に東京府が

女子の断髪禁止令を出したこ

とが由来で、この日を「ヘア

カットの日」と制定しました。

特特 集集 展展 示示

開館時間：10 時～ 17 時　※月：休館日　※火・金は 20 時

返却：閉館時はブックポスト /夕張太ふれあい館でもできます。

本の検索・予約　http:opac-nanporo.lid-wa.net/web_opac/

原作：からすのパンやさん原作：からすのパンやさん

心と体に効くお香のある生活
椎名まさえ/著・監修
気分が冴えない、疲労
ｅｔｃ・・・。そんな
心と体に力を与えてく
れるのがお香の効果。
神秘的効能、日常的な
癒しまで、お香の楽し
み方を紹介する。 

はま寿司ＦＡＮＢＯＯＫ
定番の極旨グルメか
ら圧倒的な店舗数で
寿司はもちろん、ラー
メンやスイーツなど
多種多彩なメニューで
老若男女から支持され
ているチェーン店のメ
ニュー開発秘話、食材
の調達や調理等の現場
リポートを収録。

第三の人生は、後半へ続く！
キートン山田/著

アニメ「ちびまる子
ちゃん」のナレーショ
ンで一躍有名になり、
仕事を引退後は、野菜
づくりや身の回りの断
捨離などで忙しい毎日
を送っている。これま
での歩み、運命を変え
た「ちびまる子ちゃん」、
第三の人生とは…。

他にも多くの図書があります。今月のオススメ図書
一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

一
般

楽園ジューシー
坂木　司/著

暗黒の時代を過ごした
青年ザッくんは、沖縄
の安宿・ホテルジュー
シーでバイトをする
が、待ち受けていたの
はおいしい料理と超ア
バウトなスタッフ、癖
のある宿泊客たちで
…。

大谷翔平～偉業への軌跡～
斎藤庸裕/著

メジャーリーグで二刀
流に挑戦する大谷翔
平。世紀を超える快挙
や史上初、自己ベスト
などの記録が誕生した
2021年の42試合を振
り返る。

車いすにのったら
どうなるの？

ハリエット・ブランドル/作　他
足の骨が折れた…そん
な時こそ車いすの出
番！何か「こまった」
ことがある時に、体と
いっしょにはたらく道
具を紹介する「からだ
とはたらくどうぐた
ち」シリーズより。

ジロッ
おおなり修司/文
たけがみたえ/絵

ジロッと見たり見られ
たり、パクッと食べた
り食べられたり。ヘビ
やペリカン入り乱れ、
上を下への大騒ぎ！カ
エルの運命はいかに？

てがみのえほん
堀内誠一/作・絵

『こどものとも』が記
念すべき200号を迎
え、魔法の国やメルヘ
ンの国から12通のお
祝いの手紙が届いた。
「ぐりとぐら」や「だ
るまちゃん」などなど
お祝いし…。パロディ
精神に溢れた作品。

児
童

児
童

児
童

児
童

児
童

児
童

児
童

児
童

一
般

一
般

一
般

一
般 一

般
一
般

グッバイ、ドン・グリーズ！（一般書）

アニメ映画グッバイ、ドン・グリーズ！（児童書）

Ｇｏｏｄｂｙｅ、ＤｏｎＧｌｅｅｓ　Ｐｒｏｊｅｃｔ/原作
山室有紀子/著

15歳のロウマとトトが「ドン・グリーズ」を結
成。そこにアイスランドから来た不思議な少年
ドロップが加わるが、全財産をかけて買ったド
ローンが行方不明に！いつもの夏とは違う冒険
が始まり…。

話題の公開映画ノベライズ話題の公開映画ノベライズ
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役 役場　ぽ ぽろろ　ス スポーツセンター　プ 町民プール　改 改善センター　あ あいくる

ビ ビューロー　ふ 夕張太ふれあい館　球 町営球場　み みどり野幼稚園　小 南幌小学校

中 南幌中学校　高 南幌高等学校　養 南幌養護学校　支 子育て支援センター

新型コロナウイルスの影響によ

り、事業の延期・中止される場

合があります。詳細情報は、町

ＨＰでお知らせしています。
なんぽろ情報カレンダー

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

ぽろろ図書室夜間開館

27

３

10

17

24

28

４

11

18

25

29

５

12

19

26

30

６

13

20

27

31

７

14

21

28

１

８

15

22

29

２

９

16

23

30

４月
2022 APR

勤労感謝の日

文化の日

天皇誕生日

建国記念の日

昭和の日

子育て支援センター
（南幌いちい保育園）

☎ 378～2734

【予約不要】

月曜日～金曜日
① 8 :30～11:30
②15:30～17:30

※カレンダー記載の
　活動については、

10:00～11:30です

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ふわふわランド□支
シール遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

赤ちゃんサロン□支
離乳食相談日

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

いちい保育園卒園式□支
タイヤ付きお散歩カー作り

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

ソフトエアロ＆ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン

快足シャキッと倶楽部□ふ
10:30～11:30■問保健福祉課

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

定例教育委員会□ぽ
15:30～ ■問教育委員会

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

無料法律相談会□あ
13:00～16:00■問社協

行政相談□あ
9:00～12:00■問企画情報

◆健診・検診・予防接種 等

◆弁護士による無料法律相談会　※要予約

日　時：22日（金）13時～16時（１回30分程度）

場　所：あいくる

問合せ：南幌町社会福祉協議会

その他：長沼町…１日、由仁町…８日、栗山町…15日

◆ひだまりサロン

・14日（木） 13時～15時　健康体操・ミニ脳トレ

・28日（木） 10時～12時　ちぎり絵

参 加 料：100円

問 合 せ：南幌町社会福祉協議会

内　容 日　程 場　所

４・７・10ヵ月児健診
1歳６ヶ月・３歳児健診
２歳・２歳６ヶ月児歯科
※対象者には個別通知

26日（火）
９時～11時30分

あいくる

各種予防接種
毎週月～木曜日
13時30分～16時

町立南幌病院

◆お問い合わせ先

◆春の全国交通安全運動

期　間：７日（木）～15（金）　※詳細は25Ｐをご覧ください

問合せ：環境交通グループ

総務課　総務グループ ☎３７８～２１２１(代表)

総務課　財務グループ ☎３９８～７０１２

まちづくり課　企画情報グループ ☎３９８～７０１９

まちづくり課　地域振興グループ ☎３９８～７０２１

住民課　戸籍年金グループ ☎３９８～７０２２

住民課　国保医療グループ ☎３９８～７０３７

住民課　環境交通グループ ☎３９８～７０４７

税務課　課税グループ ☎３９８～７０７１

税務課　収納対策グループ ☎３９８～７１２０

産業振興課　農政グループ ☎３９８～７１５１

産業振興課　商工観光グループ ☎３９８～７２０１

都市整備課　土木グループ ☎３９８～７２１４

都市整備課　都市施設グループ ☎３９８～７２２６

出納室 ☎３９８～７２２８

議会事務局 ☎３９８～７２５０

農業委員会 ☎３９８～７２５８

教育委員会（ぽろろ内） ☎３７８～６６２０

スポーツセンター ☎３７８～３１９０

改善センター ☎３７８～２００１

保健福祉課（あいくる内） ☎３７８～５８８８

夕張太ふれあい館 ☎３７８～１８５５

ビューロー ☎３７８～７０１０

町立南幌病院 ☎３７８～２１１１

南幌町社会福祉協議会（あいくる内） ☎３７８～２０８８

南空知消防組合南幌支署 ☎３７８～２６１９

長幌上水道企業団 ☎０１２３～８２～５７００

役
　
場

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

高齢者いきいき健康マージャン□あ
13:00～15:00■問社協

エアロ&ストレッチ□ス
19:20～20:30■問スポセン

チューブストレッチ□ス
14:00～14:45 ■問スポセン

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
サーキット遊び

ふわふわランド□支
お絵描き遊び

赤ちゃんサロン□支
運動遊び

ふわふわランド□支
粘土遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

快足シャキッと倶楽部□ふ
10:30～11:30■問保健福祉課

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

高齢者いきいき健康マージャン□あ
13:00～15:00■問社協

ソフトエアロ＆ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン

快足シャキッと倶楽部□ふ
10:30～11:30■問保健福祉課

ひだまりサロン□あ
13:00～15:00■問社協

チューブストレッチ□ス
14:00～14:45 ■問スポセン

エアロ&ストレッチ□ス
19:20～20:30■問スポセン

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

ソフトエアロ＆ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン

ソフトエアロ＆ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン

ふわふわランド□支
折り紙遊び

赤ちゃんサロン□支
手作りおもちゃ

ママのリフレッシュタイム□支
桜フレーム作り

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
こどもの日

赤ちゃんサロン□支
こどもの日

こころの健康相談□あ
10:00～11:00■問保健福祉課

高齢者いきいき健康マージャン□あ
13:00～15:00■問社協

エアロ&ストレッチ□ス
19:20～20:30■問スポセン

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

ヨガ運動 □ス
14:00～14:45■問スポセン

ひだまりサロン□あ
10:00～12:00■問社協

南幌小学校　入学式
■問南幌小学校

南幌中学校　入学式
■問南幌中学校

ふわふわランド□支
ボール・風船遊び

春の全国交通安全運動
15日まで■問環境交通

スポーツ少年団フェスティバル□ス
10:00～12:00■問スポセン
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南幌町ホームページ　　　https://www.town.nanporo.hokkaido.jp

南幌町 Facebook ページ　 https://www.facebook.com/nanporotown

南幌町Ｅメールアドレス　nanporo@town.nanporo.hokkaido.jp

発行　南幌町 /編集　まちづくり課企画情報Ｇ /印刷　（株）組合印刷

〒 069-0292　空知郡南幌町栄町３丁目２番１号　☎ 011-378-2121広報なんぽろ
令和４年４月号
（通巻 713 号）

　今年度は、なんぽろ冬まつりの代替えイベントで「真冬のゆきだるまコンテスト」と題し、１月 14 日～２月

10 日まで作品を募集した結果、応募作品数 115 件と、たくさんの応募をいただきました。どれも個性があり素

晴らしい作品でした。

主　　催…南幌町観光協会 事務局（☎ 011-398-7201）

参加団体…�南幌町建設業協会、JA なんぽろ青年部、白ゆりグループ、南幌町青年団体協議会、南幌町まちづくり課、北海道日本ハムファイター

ズ南幌後援会

まちづくり課賞富岡　留美子さん(美園)

ＪＡなんぽろ青年部賞

中川　朝陽さん (緑町 )

南幌町青年団協議会賞

佐々木　胡桃さん (西町 )

白ゆりグループ賞
増田　タミさん (９区 )

南幌町建設業協会賞
榊原　真史さん (西町 )

「雪だるまと冬の星空」

「お裾分け」

「一足早いひな祭り」「支え合い～人との繋がり～」

「いつまでもこの町で」

「トラクターに集合！」

北海道日本ハムファイターズ
南幌後援会賞
舛舘　靖弘、陽子、美祐さん (緑町 )

ゆきだるま　 コンテスト‼
入賞作品決定 !!なんぽろ冬まつり

優秀賞 !!

川口　花穂さん (緑町 )

「プチ雪祭り」

優秀賞 !!

高橋　すずかさん(緑町)

「明日も遊ぶモン」
「来年も君を見つける」

春になれば溶けてしまう儚い恋の物語

その他の入賞作品や、
その他の入賞作品や、

応募者のコメント等は
応募者のコメント等は

ホームページをご覧ください

ホームページをご覧ください

最優秀賞 !!

山本　妃託さん (緑町 )
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